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9月定例会 

町民との意見交換会



◎ その他町政一般に関すること、はちらぼの経営に関すること、民間活動団体への理解などのご意見がありましたが今回のテ
ーマから外れているところは省略いたします。

◎ 八郎潟町議員定数(現在12人)についてどう思いますか。
・ 増やす場合、減らす場合のメリット、デメリットを

出してほしい。
・ 12名ではダメなのか何か問題があるのか、説明がな

い。
・ ２期無投票があって議員のなり手不足があるが議会

側では対応しているのか。
・ チェックマンだけであれば少なくてもいい、建設的

な意見を出す議員であればもっといてもいい。
・ 議会側でまとめたうえで町民に問いかけるべき、数

字先行はおかしい。
・ なり手不足の解消であれば議員定数を減らしても解

決しない。

◎ 八郎潟町議員の報酬(現在18万6千円)についてどう思
いますか。

・日頃の活動が見えない、報酬アップは反対です。
・議員がどういう仕事をしているのかよくわからない。
・議員は仕事をしていないから報酬は低いのだ。
・報酬を上げると議員を少なくしないといけない。

◎ 八郎潟町議会に政務活動費を導入することについてど
う思いますか。

・ 議員が日々どういう活動をしているか、必要があれ
ばあってもいい。

・ 使い道を申請して出すのはいいが、月額で出すのは
わかりにくい。

・ 使途が分からなくて一律１万円、２万円と言うので
あればやめてもらいたい。

◎ 八郎潟町議会にタブレットを導入することについてどう
思いますか。

・ 議員がタブレットを使いこなせるのか、議員全員が
スマホ、メールやっていますか。

・ ペーパーよりデータ化できるのでタブレットは是非
進めるべき。

・ ネットに議事録の掲載が遅い、タブレット化すれば
早くなるのか。

◆財政の分析 単位：％
４年度 ３年度 比較

経 常 収 支 比 率 ※1 83.4 83.1 0.3
実 質 収 支 比 率 ※2 8.8 8.6 0.2
公 債 費 比 率 ※3 7.6 7.8 △ 0.2
実 質 公 債 費 比 率 ※4 11.5 11.7 △ 0.2

◆地方債残高 単位：千円
４年度 ３年度 差　　引

地方債 3,082,282 3,329,164 △ 246,882

◆基金残高 単位：千円
４　年　度 ３　年　度 差　　　引

地 域 振 興 施 設 整 備 基 金 50,193 50,191 2
財 政 調 整 基 金 2,236,183 2,368,720 △ 132,537
減 債 基 金 99,457 99,455 2
地 域 福 祉 基 金 70,202 70,200 2
ま ち づ く り 人 材 育 成 基 金 4,127 4,126 1
国 保 財 政 調 整 基 金 100,001 100,001 0
ふ る さ と 保 全 対 策 基 金 5,000 5,000 0
八郎潟町がんばれふるさと基金 14,267 15,294 △ 1,027
介 護 給 付 費 準 備 基 金 16,658 22,694 △ 6,036
森 林 環 境 譲 与 税 基 金 5,487 4,226 1,261
公 共 施 設 解 体 基 金 5,002 7,601 △ 2,599

合　　　　　　計 2,606,577 2,747,508 △ 140,931
奨 学 基 金 （ 貸 付 金 ) 2,040
　 　 〃 　 　 （ 運 用 資 金 ) 15,656

計 17,696

※１　財政のゆとりを見る指標。75％を上回らないことが望ましい。
※２　純粋な収支を見るための指標。３～５％程度が望ましい。
※３　公債費と一般財源の関係を見る指標。10％を超えないことが望ましい。
※４　収入に対する地方債返済の割合を見る指標。18％以上になると県の許可が必要。

主な財政指数

町民との意見交換会の主なご意見町民との意見交換会の主なご意見
７月28日(金)　午後６時～　　
八郎潟町駅前交流館｢はちパル｣交流ホール

開
催
日

町
民
参
加
者
13名

（3 ） 八郎潟町議会だより第157号 令和５年10月１日

総 務 課 関 係
● 新庁舎建設工事(旧庁舎解体ほか) 2億832万9千円
● 湖東厚生病院運営費補助金 1,211万4千円
● 電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金 5,031万0千円
● 南秋地域公共交通活性化協議会負担金 687万2千円
　(マイタウンバス・デマンドタクシー運行)

教 育 課 関 係
● 舘の下遺跡発掘作業委託料 1,876万4千円
● スクールバス運行管理委託料 512万9千円
● 学校給食費助成金(給食無料化) 1,491万7千円
● 学校長寿命化改良工事(小中併設校) 1億6,104万0千円

産 業 課 関 係
● 湛水防除事業負担金(真坂・夜叉袋排水機) 376万5千円
● 高岳地区ほ場整備事業費負担金 1,955万8千円
● 多面的機能支払交付金(７地区) 3,955万4千円
● 農業経営支援交付金(コロナ交付金) 1,271万1千円

住 民 生 関活 係課
● 結婚祝い金事業(６組) 60万0千円
● 出産祝い金事業(18人) 54万0千円
● 空き家解体費補助金(２件) 100万0千円
● 防災行政無線外子局改良工事(３か所) 2,354万0千円
● 福祉医療費（高校生まで無料） 4,605万5千円

建 設 水 関道 係課
● 除雪委託料 1,358万3千円
● ふれあいロード橋補修工事委託料 8,209万1千円
● 町営住宅改修工事(家の後) 862万0千円

健 康 福 関祉 係課
● 社会福祉協議会事務局職員設置費補助金 1,857万1千円
● 予防接種等委託料(コロナほか) 4,911万7千円
● 施設型給付費(認定こども園運営給付費) 1億1,426万2千円
● 検診委託料(総合健診事業) 1,212万1千円

令和４年度 一般会計・特別会計決算を認定しました

実質収支額　　　 2億335万7千円
●歳 入 総 額 ………………………………41億51万4千円
●歳 出 総 額 ……………………… 38億9,020万6千円
●差 引 額 ………………………… 2億1,030万8千円
●翌年度繰越財源 …………………………………… 695万1千円

歳出の主なもの（千円未満四捨五入）

○国民健康保険特別会計
　　歳 入 総 額 9億195万4千円
　　歳 出 総 額 7億2,684万5千円
　　実 質 収 支 額 1億7,510万9千円

○公共下水道事業特別会計
　　歳 入 総 額 2億9,546万5千円
　　歳 出 総 額 2億7,980万3千円
　　差 引 額 1,566万2千円
　　翌 年 度 繰 越 財 源 1,203万1千円
　　実 質 収 支 額 363万1千円

○後期高齢者医療特別会計
　　歳 入 総 額 8,727万4千円
　　歳 出 総 額 8,762万7千円
　　実 質 収 支 額 △35万3千円

○介護保険特別会計（保険事業勘定）
　　歳 入 総 額 10億2,285万5千円
　　歳 出 総 額 9億8,081万4千円
　　実 質 収 支 額 差 引 額 4,204万1千円

○上水道特別会計
　　収 益 的 収 入 1億5,368万4千円
　　収 益 的 支 出 1億4,878万7千円
　　当 年 度 純 利 益 83万9千円
　　前年度繰越利益剰余金 1億3,586万1千円
　　当年度末処分利益剰余金 1億3,680万0千円

○介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）
　　歳 入 総 額 496万3千円
　　歳 出 総 額 496万3千円
　　実 質 収 支 額 差 引 額 0円

一  般  会  計
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◎ その他町政一般に関すること、はちらぼの経営に関すること、民間活動団体への理解などのご意見がありましたが今回のテ
ーマから外れているところは省略いたします。

◎ 八郎潟町議員定数(現在12人)についてどう思いますか。
・ 増やす場合、減らす場合のメリット、デメリットを

出してほしい。
・ 12名ではダメなのか何か問題があるのか、説明がな

い。
・ ２期無投票があって議員のなり手不足があるが議会

側では対応しているのか。
・ チェックマンだけであれば少なくてもいい、建設的

な意見を出す議員であればもっといてもいい。
・ 議会側でまとめたうえで町民に問いかけるべき、数

字先行はおかしい。
・ なり手不足の解消であれば議員定数を減らしても解

決しない。

◎ 八郎潟町議員の報酬(現在18万6千円)についてどう思
いますか。

・日頃の活動が見えない、報酬アップは反対です。
・議員がどういう仕事をしているのかよくわからない。
・議員は仕事をしていないから報酬は低いのだ。
・報酬を上げると議員を少なくしないといけない。

◎ 八郎潟町議会に政務活動費を導入することについてど
う思いますか。

・ 議員が日々どういう活動をしているか、必要があれ
ばあってもいい。

・ 使い道を申請して出すのはいいが、月額で出すのは
わかりにくい。

・ 使途が分からなくて一律１万円、２万円と言うので
あればやめてもらいたい。

◎ 八郎潟町議会にタブレットを導入することについてどう
思いますか。

・ 議員がタブレットを使いこなせるのか、議員全員が
スマホ、メールやっていますか。

・ ペーパーよりデータ化できるのでタブレットは是非
進めるべき。

・ ネットに議事録の掲載が遅い、タブレット化すれば
早くなるのか。

◆財政の分析 単位：％
４年度 ３年度 比較

経 常 収 支 比 率 ※1 83.4 83.1 0.3
実 質 収 支 比 率 ※2 8.8 8.6 0.2
公 債 費 比 率 ※3 7.6 7.8 △ 0.2
実 質 公 債 費 比 率 ※4 11.5 11.7 △ 0.2

◆地方債残高 単位：千円
４年度 ３年度 差　　引

地方債 3,082,282 3,329,164 △ 246,882

◆基金残高 単位：千円
４　年　度 ３　年　度 差　　　引

地 域 振 興 施 設 整 備 基 金 50,193 50,191 2
財 政 調 整 基 金 2,236,183 2,368,720 △ 132,537
減 債 基 金 99,457 99,455 2
地 域 福 祉 基 金 70,202 70,200 2
ま ち づ く り 人 材 育 成 基 金 4,127 4,126 1
国 保 財 政 調 整 基 金 100,001 100,001 0
ふ る さ と 保 全 対 策 基 金 5,000 5,000 0
八郎潟町がんばれふるさと基金 14,267 15,294 △ 1,027
介 護 給 付 費 準 備 基 金 16,658 22,694 △ 6,036
森 林 環 境 譲 与 税 基 金 5,487 4,226 1,261
公 共 施 設 解 体 基 金 5,002 7,601 △ 2,599

合　　　　　　計 2,606,577 2,747,508 △ 140,931
奨 学 基 金 （ 貸 付 金 ) 2,040
　 　 〃 　 　 （ 運 用 資 金 ) 15,656

計 17,696

※１　財政のゆとりを見る指標。75％を上回らないことが望ましい。
※２　純粋な収支を見るための指標。３～５％程度が望ましい。
※３　公債費と一般財源の関係を見る指標。10％を超えないことが望ましい。
※４　収入に対する地方債返済の割合を見る指標。18％以上になると県の許可が必要。

主な財政指数

町民との意見交換会の主なご意見町民との意見交換会の主なご意見
７月28日(金)　午後６時～　　
八郎潟町駅前交流館｢はちパル｣交流ホール

開
催
日

町
民
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者
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一 般 質 問一 般 質 問

八
郎
潟
町
街
路
灯
会
が
維

持
管
理
し
て
い
る
一
日
市
商

店
街
の
街
路
灯
で
す
が
、
会

員
減
少
に
よ
る
財
源
確
保
の

厳
し
さ
及
び
電
気
料
金
の
高

騰
な
ど
に
よ
り
数
年
前
か
ら

引
当
金
を
切
り
崩
し
て
運
営

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
最

近
の
異
常
気
象
に
よ
り
街
路

灯
の
故
障
が
多
く
な
り
来
年

度
か
ら
定
期
的
な
清
掃
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
（
年
間

40
万
円
の
工
事
費
が
必
要
）

そ
う
い
う
事
情
で
街
路
灯
会

と
し
て
は
街
路
灯
維
持
管
理

を
町
当
局
に
移
譲
す
る
こ
と

を
第
一
に
考
え
る
こ
と
と
し

て
、
却
下
の
場
合
は
年
間
50

万
円
程
の
町
助
成
金
を
お
願

い
す
る
趣
旨
の
要
望
書
を
畠

山
町
長
に
提
出
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。
要
望
書
は

す
で
に
畠
山
町
長
に
も
届
い

て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

問

町
当
局
が
移
譲
を
受
け

る
に
し
て
も
毎
年
助
成
す
る

に
し
て
も
、
今
す
ぐ
結
論
の

出
る
よ
う
な
事
案
で
な
い
こ

と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
町
民
の
こ
と
を
思
え
ば
、

教
育
長

今
年
度
の
工
事
は
、

Ｂ
＆
Ｇ
か
ら
の
助
成
金
制
度

２
，
６
３
０
万
円
を
受
け
て

総
額
８
，
９
６
０
万
円
の
工

事
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
来

年
・
再
来
年
と
も
高
額
の
工

事
と
い
う
こ
と
で
、
３
年
間

で
の
改
修
は
確
定
と
い
う
訳

で
は
な
く
助
成
金
の
状
況
を

み
な
が
ら
出
来
る
だ
け
早
め

に
出
来
れ
ば
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
今
回
と
同

様
、
「
特
Ａ
」
が
完
了
す
る

令
和
10
年
ま
で
3
，
０
０
０

万
円
の
助
成
金
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。

問

再
来
年
に
予
定
さ
れ
て

い
る
更
衣
室
・
ト
イ
レ
・
シ

ャ
ワ
ー
室
に
つ
い
て
は
、
建

物
そ
の
も
の
も
含
め
て
全
て

に
お
い
て
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
ま
す
の
で
新
築
に
し
た

方
が
現
実
的
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長

新
築
の
場
合
は

５
億
円
程
度
の
積
算
に
な
り
、

１
億
円
程
度
の
Ｂ
＆
Ｇ
補
助

金
が
あ
っ
て
も
町
負
担
が
莫

大
に
な
り
ま
す
。

町
と
し
て
、
今
年
度
か
ら

「
海
洋
セ
ン
タ
ー
」
の
改
修

工
事
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
度
が
鉄

骨
・
塗
装
関
係
と
上
屋
シ
ー

ト
、
来
年
度
が
ボ
イ
ラ
ー
等

機
器
の
入
れ
替
え
、
再
来
年

度
が
プ
ー
ル
の
缶
体
・
プ
ー

ル
の
排
水
設
備
・
更
衣
室
と

ト
イ
レ
等
の
工
事
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
プ
ー

ル
は
主
に
小
中
学
校
の
授
業

や
幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
に

利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
異

常
気
象
に
よ
る
暑
さ
対
策
や

災
害
時
で
の
活
用
な
ど
で
、

将
来
は
町
民
に
と
っ
て
も
必

要
な
施
設
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

問

今
年
度
の
工
事
で
Ｂ
＆

Ｇ
助
成
金
限
度
額
が
０
円
に

な
る
よ
う
で
す
が
、
本
町
と

し
て
こ
の
助
成
金
制
度
を
今

後
も
維
持
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
今

後
３
年
間
で
の
工
事
完
了
は

可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。

将
来
に
向
け
て
商
店
街
の
灯

り
を
消
す
わ
け
に
は
ま
い
り

ま
せ
ん
。
町
長
の
見
解
を
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

町
長

街
路
灯
会
の
消
失
は

町
と
し
て
も
残
念
な
こ
と
で

す
の
で
、
し
ば
ら
く
は
街
路

灯
の
維
持
管
理
を
望
み
ま
す
。

い
よ
い
よ
厳
し
く
な
っ
た
時

は
、
補
助
金
等
の
検
討
を
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問

い
ず
れ
に
し
て
も
、
近

い
将
来
に
は
街
路
灯
会
の
体

力
も
底
を
つ
き
町
当
局
に
全

権
移
譲
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
態
が
予
想
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
試
案
で
す
が
、
町

当
局
と
街
路
灯
会
が
お
互
い

の
知
恵
を
出
し
合
い
最
良
の

解
決
策
を
検
討
す
る
こ
と
に

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

町
長

街
路
灯
会
が
無
く
な

ら
な
い
よ
う
に
、
お
互
い
が

解
決
策
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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柳田　裕平

「Ｂ＆Ｇ海洋センター」の改修工事について

一
日
市
商
店
街
の

街
路
灯
に
つ
い
て

一 般 質 問一 般 質 問

八郎潟町議会だより第157号 （4 ）令和５年10月１日

一一 般般 質質 問問９月定例会

６議員が町政に対し質問
　９月７日の本会議において一般質問が行われ、６議員が質問を
行いました。以下、質問・答弁の内容を要約してお伝えします。

◆ 質 問 者

柳田　裕平 議員（一問一答）
１、「Ｂ＆Ｇ海洋センター」の改修工事について

２、一日市商店街の街路灯について

金　　一義 議員（一問一答）
１、地域応援商品券交付についての取り組みは

２、本町の小学校・中学校修学旅行費用の全額補助につ

いて

３、インボイス制度の導入に対しての町のサポートにつ

いて

４、我が町の街路樹伐倒についての考え方を示してくだ

さい

北嶋　賢子 議員（一括質問一括答弁）
１、少子化対策に対する私のもやもや

　①児童手当

　②出産の経済的負担

　③育児負担と共働き共育て

　④高等教育、奨学金の減額と返還制度  

小柳　　聡 議員（一問一答）
１、超高齢化社会を見据えて

２、今夏の異常気象から将来を見据えて

畠山　一充 議員（一括質問一括答弁）
１、認知症対応の取り組みについて

２、地域商品券交付事業について

３、災害時の連絡体制について

加藤千代美 議員（一問一答）
１、災害対策について

２、不慮の事故（不注意・不可抗力）

３、水田活用の直接支払い交付金について

４、学校給食について

一般質問とは
　一括質問一括答弁方式の場合、質疑は特別な場合を除き３回を超えることができな
い。一問一答方式の場合はこの規定は適用しない。
　また、延会、中止、又は休憩のため発言が中断したときは、会議の再開により前の
発言を続けることができる。



一 般 質 問一 般 質 問

八
郎
潟
町
街
路
灯
会
が
維

持
管
理
し
て
い
る
一
日
市
商

店
街
の
街
路
灯
で
す
が
、
会

員
減
少
に
よ
る
財
源
確
保
の

厳
し
さ
及
び
電
気
料
金
の
高

騰
な
ど
に
よ
り
数
年
前
か
ら

引
当
金
を
切
り
崩
し
て
運
営

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
最

近
の
異
常
気
象
に
よ
り
街
路

灯
の
故
障
が
多
く
な
り
来
年

度
か
ら
定
期
的
な
清
掃
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
（
年
間

40
万
円
の
工
事
費
が
必
要
）

そ
う
い
う
事
情
で
街
路
灯
会

と
し
て
は
街
路
灯
維
持
管
理

を
町
当
局
に
移
譲
す
る
こ
と

を
第
一
に
考
え
る
こ
と
と
し

て
、
却
下
の
場
合
は
年
間
50

万
円
程
の
町
助
成
金
を
お
願

い
す
る
趣
旨
の
要
望
書
を
畠

山
町
長
に
提
出
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。
要
望
書
は

す
で
に
畠
山
町
長
に
も
届
い

て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

問

町
当
局
が
移
譲
を
受
け

る
に
し
て
も
毎
年
助
成
す
る

に
し
て
も
、
今
す
ぐ
結
論
の

出
る
よ
う
な
事
案
で
な
い
こ

と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
町
民
の
こ
と
を
思
え
ば
、

教
育
長

今
年
度
の
工
事
は
、

Ｂ
＆
Ｇ
か
ら
の
助
成
金
制
度

２
，
６
３
０
万
円
を
受
け
て

総
額
８
，
９
６
０
万
円
の
工

事
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
来

年
・
再
来
年
と
も
高
額
の
工

事
と
い
う
こ
と
で
、
３
年
間

で
の
改
修
は
確
定
と
い
う
訳

で
は
な
く
助
成
金
の
状
況
を

み
な
が
ら
出
来
る
だ
け
早
め

に
出
来
れ
ば
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
今
回
と
同

様
、
「
特
Ａ
」
が
完
了
す
る

令
和
10
年
ま
で
3
，
０
０
０

万
円
の
助
成
金
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。

問

再
来
年
に
予
定
さ
れ
て

い
る
更
衣
室
・
ト
イ
レ
・
シ

ャ
ワ
ー
室
に
つ
い
て
は
、
建

物
そ
の
も
の
も
含
め
て
全
て

に
お
い
て
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
ま
す
の
で
新
築
に
し
た

方
が
現
実
的
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長

新
築
の
場
合
は

５
億
円
程
度
の
積
算
に
な
り
、

１
億
円
程
度
の
Ｂ
＆
Ｇ
補
助

金
が
あ
っ
て
も
町
負
担
が
莫

大
に
な
り
ま
す
。

町
と
し
て
、
今
年
度
か
ら

「
海
洋
セ
ン
タ
ー
」
の
改
修

工
事
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
度
が
鉄

骨
・
塗
装
関
係
と
上
屋
シ
ー

ト
、
来
年
度
が
ボ
イ
ラ
ー
等

機
器
の
入
れ
替
え
、
再
来
年

度
が
プ
ー
ル
の
缶
体
・
プ
ー

ル
の
排
水
設
備
・
更
衣
室
と

ト
イ
レ
等
の
工
事
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
プ
ー

ル
は
主
に
小
中
学
校
の
授
業

や
幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
に

利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
異

常
気
象
に
よ
る
暑
さ
対
策
や

災
害
時
で
の
活
用
な
ど
で
、

将
来
は
町
民
に
と
っ
て
も
必

要
な
施
設
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

問

今
年
度
の
工
事
で
Ｂ
＆

Ｇ
助
成
金
限
度
額
が
０
円
に

な
る
よ
う
で
す
が
、
本
町
と

し
て
こ
の
助
成
金
制
度
を
今

後
も
維
持
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
今

後
３
年
間
で
の
工
事
完
了
は

可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。

将
来
に
向
け
て
商
店
街
の
灯

り
を
消
す
わ
け
に
は
ま
い
り

ま
せ
ん
。
町
長
の
見
解
を
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

町
長

街
路
灯
会
の
消
失
は

町
と
し
て
も
残
念
な
こ
と
で

す
の
で
、
し
ば
ら
く
は
街
路

灯
の
維
持
管
理
を
望
み
ま
す
。

い
よ
い
よ
厳
し
く
な
っ
た
時

は
、
補
助
金
等
の
検
討
を
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問

い
ず
れ
に
し
て
も
、
近

い
将
来
に
は
街
路
灯
会
の
体

力
も
底
を
つ
き
町
当
局
に
全

権
移
譲
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
態
が
予
想
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
試
案
で
す
が
、
町

当
局
と
街
路
灯
会
が
お
互
い

の
知
恵
を
出
し
合
い
最
良
の

解
決
策
を
検
討
す
る
こ
と
に

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

町
長

街
路
灯
会
が
無
く
な

ら
な
い
よ
う
に
、
お
互
い
が

解
決
策
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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２、本町の小学校・中学校修学旅行費用の全額補助につ

いて

３、インボイス制度の導入に対しての町のサポートにつ

いて

４、我が町の街路樹伐倒についての考え方を示してくだ

さい

北嶋　賢子 議員（一括質問一括答弁）
１、少子化対策に対する私のもやもや

　①児童手当

　②出産の経済的負担

　③育児負担と共働き共育て

　④高等教育、奨学金の減額と返還制度  

小柳　　聡 議員（一問一答）
１、超高齢化社会を見据えて

２、今夏の異常気象から将来を見据えて

畠山　一充 議員（一括質問一括答弁）
１、認知症対応の取り組みについて

２、地域商品券交付事業について

３、災害時の連絡体制について

加藤千代美 議員（一問一答）
１、災害対策について

２、不慮の事故（不注意・不可抗力）

３、水田活用の直接支払い交付金について

４、学校給食について
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　一括質問一括答弁方式の場合、質疑は特別な場合を除き３回を超えることができな
い。一問一答方式の場合はこの規定は適用しない。
　また、延会、中止、又は休憩のため発言が中断したときは、会議の再開により前の
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一 般 質 問一 般 質 問 一 般 質 問一 般 質 問

教
育
長

奨
学
金
は
、
約
３
，

２
０
０
万
の
基
金
で
賄
っ
て

い
る
。
運
用
資
金
は
、
１
，

６
０
０
万
で
年
間
４
０
０
万
。

各
年
度
３
名
程
度
対
応
し
て

い
る
。
平
成
30
年
に
選
考
基

準
が
緩
和
さ
れ
た
。
希
望
者

全
員
が
審
査
を
通
過
し
て
い

る
。
無
償
や
制
度
の
変
更
と

な
る
と
選
考
基
準
の
見
直
し

を
は
か
る
事
と
な
る
。

税
な
の
で
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
。
事
業
主
は
、
男
性
の
育

児
休
業
の
取
得
に
よ
り
、
解

雇
や
退
職
等
の
不
利
益
な
扱

い
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

④
高
等
教
育
、
奨
学
金
の
減

額
と
返
還
制
度

問

若
い
世
代
を
教
育
費
の

負
担
か
ら
解
放
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
高
校
も

大
学
も
と
な
る
と
難
儀
を
し

て
い
る
人
も
い
ま
す
。
町
の

実
体
は
。

③
育
児
負
担
と
共
働
き
共
育

て
に
つ
い
て

問

男
性
の
育
児
休
暇
の
取

得
を
推
進
す
る
事
自
体
は
良

い
事
と
思
い
ま
す
。
男
性
の

育
児
休
業
取
得
率
を
２
０
３

０
年
ま
で
に
85
％
に
す
る
。

新
米
父
親
の
育
児
給
付
金
は
、

職
場
復
帰
の
保
証
は
あ
る
の

か
。
食
事
の
準
備
を
す
る
息

子
達
の
家
族
を
見
て
い
る
と
、

時
代
を
感
じ
ま
す
。
八
郎
潟

町
の
場
合
は
。

町
長

当
町
に
は
、
単
独
で

や
る
男
性
の
育
児
休
業
制
度

は
無
く
、
ま
た
現
在
育
児
休

業
の
職
員
も
い
な
い
。
国
で

は
、
男
性
の
育
児
休
暇
の
取

得
率
を
２
０
２
５
年
ま
で
50

％
、
２
０
３
０
年
ま
で
は
80

％
に
引
き
上
げ
る
。
昨
年
度

は
過
去
最
高
の
17
％
に
な
っ

た
が
、
目
標
ま
で
は
程
遠
い
。

育
児
給
付
金
は
雇
用
保
険
に

加
入
し
、
始
め
の
６
ヶ
月
は
、

休
業
賃
金
の
67
％
。
以
降
は

50
％
と
な
る
。
育
休
中
は
、

社
会
保
険
が
免
除
さ
れ
非
課

②
出
産
の
経
済
的
負
担

問

２
０
２
６
年
度
を
目
途

に
保
険
の
適
用
を
導
入
す
る
。

と
し
て
い
ま
す
。
や
っ
と
今

に
な
っ
て
と
思
い
ま
し
た
。

女
性
に
と
っ
て
妊
娠
、
出
産

で
の
身
体
的
負
担
は
命
が
け

で
す
。
子
供
を
産
み
育
て
、

女
性
に
負
担
が
か
か
っ
て
当

然
の
シ
ス
テ
ム
が
少
子
化
を

招
き
、
保
険
の
適
用
は
当
然

の
事
と
思
い
ま
す
。
が
、
財

源
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
の
保
険
料
の
引
き
上
げ
と

な
る
と
。

町
長

２
０
２
６
年
度
を
目

処
に
、
出
産
費
用
の
保
険
適

用
の
導
入
に
向
け
て
支
援
の

強
化
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

財
源
は
、
74
歳
以
下
の
保
険

料
で
賄
っ
て
い
た
が
、
２
０

２
４
年
か
ら
比
較
的
収
入
の

高
い
、
後
期
高
齢
者
か
ら
も

応
分
の
負
担
を
求
め
る
事
と

な
る
。

①
児
童
手
当

問

少
子
化
が
大
変
だ
と
騒

い
で
も
、
子
供
の
数
が
ど
ん

ど
ん
減
っ
て
い
ま
す
。
岸
田

内
閣
は
２
０
２
４
年
10
月
分

か
ら
、
第
３
子
以
降
か
ら
月

額
３
万
円
を
支
給
す
る
、
と

し
て
い
ま
す
。
が
、
上
の
子

が
高
校
を
卒
業
時
点
で
２
人

と
な
り
現
行
と
変
わ
ら
な
い

と
の
こ
と
。
１
人
目
か
ら
対

象
と
し
た
方
が
こ
ど
も
の
増

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
が
。

町
長

異
次
元
の
少
子
化
対

策
と
し
て
、
児
童
手
当
の
拡

充
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
所

得
制
限
の
撤
廃
に
よ
り
、
主

た
る
生
計
者
は
対
象
外
に
な

っ
て
い
た
が
、
年
収
１
，
２

０
０
万
以
上
の
場
合
、
全
て

の
こ
ど
も
に
も
支
給
さ
れ
る

事
に
な
り
、
高
校
卒
業
ま
で

月
額
１
万
円
が
支
給
さ
れ
、

１
人
目
が
19
歳
に
な
っ
て
も

支
給
さ
れ
恩
恵
は
受
け
ら
れ

る
。
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一 般 質 問一 般 質 問 一 般 質 問一 般 質 問

問

国
で
は
、
（
２
０
１
９

年
）
10
月
１
日
に
始
ま
っ
た

消
費
税
10
％
へ
の
引
上
げ
と

複
数
税
率
の
導
入
に
関
連
し

て
、
令
和
５
年
10
月
１
日
よ

り
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入

を
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
消
費
税
を
納
め
る
必
要

の
あ
る
企
業
や
個
人
事
業
主

は
も
ち
ろ
ん
、
免
税
事
業
者

に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
は
消
費
税
を
納
め

る
べ
き
事
業
者
に
納
め
さ
せ
、

納
税
の
透
明
性
と
公
平
性
を

確
保
す
る
と
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
、
免
税
事
業
者
へ
の
今

後
の
町
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
の
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま

す
。

町
長

町
で
は
、
昨
年
11
月

に
税
務
署
主
催
の
３
町
の
説

明
会
を
駅
前
交
流
館
は
ち
パ

ル
で
行
い
、
広
報
で
も
周
知

し
て
お
り
ま
す
。
町
へ
相
談

が
あ
っ
た
場
合
に
は
税
務
署

と
連
携
し
、
今
後
も
制
度
周

知
に
努
め
ま
す
。

我
が
町
で
の
取
り
組
み
は
聞

こ
え
て
き
ま
せ
ん
が
、
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

町
長

詳
細
な
実
績
を
把
握

し
て
お
ら
な
い
の
で
、
後
で

調
べ
な
が
ら
お
答
え
す
る
よ

り
な
い
と
思
う
。

問

本
町
で
も
、
給
食
の
無

償
化
・
来
年
度
か
ら
の
新
１

年
生
へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
提

供
等
あ
り
ま
す
が
、
我
が
八

郎
潟
町
が
子
育
て
が
し
や
す

い
町
、
支
援
の
行
き
届
い
て

い
る
町
を
目
指
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
、
小
・

中
学
校
修
学
旅
行
費
用
の
全

額
町
負
担
の
補
助
で
の
実
現

を
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
長

毎
年
全
額
補
助
金

を
継
続
し
て
い
く
と
な
る
と
、

現
時
点
で
は
厳
し
い
と
考
え

ま
す
。
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
、

全
体
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
こ
と
の
検
討
は
必
要
と
考

え
て
い
る
。

問

最
近
街
路
樹
の
伐
倒
で
、

世
間
を
賑
わ
し
て
い
る
自
動

車
販
売
会
社
の
話
題
で
持
ち

切
り
で
す
が
、
我
が
町
で
も

真
坂
鳥
屋
崎
団
地
と
上
昼
根

の
街
路
樹
の
伐
倒
に
町
民
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

質
問
し
ま
す
。
ま
ず
、
鳥
屋

崎
団
地
の
街
路
樹
植
樹
に
関

係
さ
れ
た
方
が
松
の
木
10
本

の
伐
倒
現
場
を
見
て
び
っ
く

り
し
た
と
あ
り
ま
し
た
。

町
長

令
和
２
年
地
元
町
内

会
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
伸

び
た
枝
や
落
ち
葉
が
民
家
に

影
響
を
及
ぼ
す
と
あ
り
、
今

年
度
の
町
内
会
長
会
議
の
中

で
、
北
側
エ
リ
ア
と
南
側
エ

リ
ア
に
分
け
て
、
５
年
度
と

６
年
度
に
伐
倒
を
予
定
し
て

い
る
。

問

次
に
、
上
昼
根
地
域

「
薬
王
堂
前
」
町
の
指
定
木

で
あ
る
ケ
ヤ
キ
５
本
の
伐
倒

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長

伐
倒
し
た
箇
所
は
、
冬

期
間
に
町
道
を
除
雪
し
た
雪

の
仮
置
き
場
と
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
の
伐
倒
で
す
。

た
の
か
、
ま
た
来
年
度
の
発

行
が
あ
る
の
か
も
説
明
く
だ

さ
い
。

町
長

国
の
交
付
金
、
こ
れ

が
は
っ
き
り
し
て
か
ら
や
り

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、

今
日
９
月
定
例
会
に
予
算
を

提
出
し
た
次
第
で
す
。
ま
た
、

来
年
第
７
弾
の
交
付
に
つ
い

て
は
、
国
の
補
助
金
が
な
け

れ
ば
、
財
政
面
で
は
か
な
り

き
つ
い
も
の
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

問

２
０
２
０
年
５
月
に
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
政
府
よ
り
中

小
企
業
へ
の
支
援
策
と
し
て
、

３
年
間
の
無
利
子
無
担
保
で

貸
し
出
さ
れ
た
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融

資
に
つ
い
て
は
、
今
日
返
済

期
限
を
迎
え
て
い
ま
す
。
物

価
高
騰
で
思
う
よ
う
に
業
績

は
回
復
し
な
い
今
日
、
返
済

期
限
を
迎
え
苦
況
に
立
た
さ

れ
て
い
る
事
業
者
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
五
城
目
町
・

井
川
町
の
両
町
で
は
ゼ
ロ
ゼ

ロ
融
資
の
借
主
の
返
済
期
限

を
さ
ら
に
２
年
間
の
「
利
息

１
・
15
％
、
１
・
35
％
」
を

行
政
で
負
担
し
無
利
子
無
担

保
で
「
計
５
年
間
の
」
借
入

延
長
の
政
策
を
今
回
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
秋
田
市
で

は
、
10
年
間
計
13
年
間
の
支

援
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、

問

井
川
町
、
五
城
目
町
が

８
月
に
地
域
商
品
券
交
付
が

な
さ
れ
て
、
我
が
町
で
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
と
の
、

町
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
９

月
定
例
議
会
に
補
正
と
し
て

議
案
を
上
程
と
し
て
あ
り
ま

す
が
、
な
ぜ
本
町
で
は
10
月

交
付
に
至
っ
た
の
か
質
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
物

価
の
上
昇
や
原
油
高
に
よ
る
、

各
種
燃
料
の
高
騰
な
ど
住
民

生
活
に
負
担
感
が
増
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
総
務
省
に

よ
り
ま
す
と
、
昨
年
度
の
平

均
の
消
費
者
物
価
指
数
は
生

鮮
食
品
を
除
い
た
指
数
が
前

の
年
度
よ
り
３
・
０
％
上
昇

し
た
と
あ
り
ま
す
。
３
・
０

％
の
上
昇
率
は
第
２
次
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
１
９
８
１
年
以

来
で
す
。
今
回
の
交
付
に
つ

い
て
は
、
井
川
町
・
五
城
目

町
が
交
付
に
至
っ
た
の
で
、

本
町
で
も
10
月
の
決
断
を
し
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伐
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イ
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に
つ
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て



一 般 質 問一 般 質 問 一 般 質 問一 般 質 問

教
育
長

奨
学
金
は
、
約
３
，

２
０
０
万
の
基
金
で
賄
っ
て

い
る
。
運
用
資
金
は
、
１
，

６
０
０
万
で
年
間
４
０
０
万
。

各
年
度
３
名
程
度
対
応
し
て

い
る
。
平
成
30
年
に
選
考
基

準
が
緩
和
さ
れ
た
。
希
望
者

全
員
が
審
査
を
通
過
し
て
い

る
。
無
償
や
制
度
の
変
更
と

な
る
と
選
考
基
準
の
見
直
し

を
は
か
る
事
と
な
る
。

税
な
の
で
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
。
事
業
主
は
、
男
性
の
育

児
休
業
の
取
得
に
よ
り
、
解

雇
や
退
職
等
の
不
利
益
な
扱

い
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

④
高
等
教
育
、
奨
学
金
の
減

額
と
返
還
制
度

問

若
い
世
代
を
教
育
費
の

負
担
か
ら
解
放
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
高
校
も

大
学
も
と
な
る
と
難
儀
を
し

て
い
る
人
も
い
ま
す
。
町
の

実
体
は
。

③
育
児
負
担
と
共
働
き
共
育

て
に
つ
い
て

問

男
性
の
育
児
休
暇
の
取

得
を
推
進
す
る
事
自
体
は
良

い
事
と
思
い
ま
す
。
男
性
の

育
児
休
業
取
得
率
を
２
０
３

０
年
ま
で
に
85
％
に
す
る
。

新
米
父
親
の
育
児
給
付
金
は
、

職
場
復
帰
の
保
証
は
あ
る
の

か
。
食
事
の
準
備
を
す
る
息

子
達
の
家
族
を
見
て
い
る
と
、

時
代
を
感
じ
ま
す
。
八
郎
潟

町
の
場
合
は
。

町
長

当
町
に
は
、
単
独
で

や
る
男
性
の
育
児
休
業
制
度

は
無
く
、
ま
た
現
在
育
児
休

業
の
職
員
も
い
な
い
。
国
で

は
、
男
性
の
育
児
休
暇
の
取

得
率
を
２
０
２
５
年
ま
で
50

％
、
２
０
３
０
年
ま
で
は
80

％
に
引
き
上
げ
る
。
昨
年
度

は
過
去
最
高
の
17
％
に
な
っ

た
が
、
目
標
ま
で
は
程
遠
い
。

育
児
給
付
金
は
雇
用
保
険
に

加
入
し
、
始
め
の
６
ヶ
月
は
、

休
業
賃
金
の
67
％
。
以
降
は

50
％
と
な
る
。
育
休
中
は
、

社
会
保
険
が
免
除
さ
れ
非
課

②
出
産
の
経
済
的
負
担

問

２
０
２
６
年
度
を
目
途

に
保
険
の
適
用
を
導
入
す
る
。

と
し
て
い
ま
す
。
や
っ
と
今

に
な
っ
て
と
思
い
ま
し
た
。

女
性
に
と
っ
て
妊
娠
、
出
産

で
の
身
体
的
負
担
は
命
が
け

で
す
。
子
供
を
産
み
育
て
、

女
性
に
負
担
が
か
か
っ
て
当

然
の
シ
ス
テ
ム
が
少
子
化
を

招
き
、
保
険
の
適
用
は
当
然

の
事
と
思
い
ま
す
。
が
、
財

源
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
の
保
険
料
の
引
き
上
げ
と

な
る
と
。

町
長

２
０
２
６
年
度
を
目

処
に
、
出
産
費
用
の
保
険
適

用
の
導
入
に
向
け
て
支
援
の

強
化
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

財
源
は
、
74
歳
以
下
の
保
険

料
で
賄
っ
て
い
た
が
、
２
０

２
４
年
か
ら
比
較
的
収
入
の

高
い
、
後
期
高
齢
者
か
ら
も

応
分
の
負
担
を
求
め
る
事
と

な
る
。

①
児
童
手
当

問

少
子
化
が
大
変
だ
と
騒

い
で
も
、
子
供
の
数
が
ど
ん

ど
ん
減
っ
て
い
ま
す
。
岸
田

内
閣
は
２
０
２
４
年
10
月
分

か
ら
、
第
３
子
以
降
か
ら
月

額
３
万
円
を
支
給
す
る
、
と

し
て
い
ま
す
。
が
、
上
の
子

が
高
校
を
卒
業
時
点
で
２
人

と
な
り
現
行
と
変
わ
ら
な
い

と
の
こ
と
。
１
人
目
か
ら
対

象
と
し
た
方
が
こ
ど
も
の
増

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
が
。

町
長

異
次
元
の
少
子
化
対

策
と
し
て
、
児
童
手
当
の
拡

充
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
所

得
制
限
の
撤
廃
に
よ
り
、
主

た
る
生
計
者
は
対
象
外
に
な

っ
て
い
た
が
、
年
収
１
，
２

０
０
万
以
上
の
場
合
、
全
て

の
こ
ど
も
に
も
支
給
さ
れ
る

事
に
な
り
、
高
校
卒
業
ま
で

月
額
１
万
円
が
支
給
さ
れ
、

１
人
目
が
19
歳
に
な
っ
て
も

支
給
さ
れ
恩
恵
は
受
け
ら
れ

る
。
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問

国
で
は
、
（
２
０
１
９

年
）
10
月
１
日
に
始
ま
っ
た

消
費
税
10
％
へ
の
引
上
げ
と

複
数
税
率
の
導
入
に
関
連
し

て
、
令
和
５
年
10
月
１
日
よ

り
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入

を
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
消
費
税
を
納
め
る
必
要

の
あ
る
企
業
や
個
人
事
業
主

は
も
ち
ろ
ん
、
免
税
事
業
者

に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
は
消
費
税
を
納
め

る
べ
き
事
業
者
に
納
め
さ
せ
、

納
税
の
透
明
性
と
公
平
性
を

確
保
す
る
と
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
、
免
税
事
業
者
へ
の
今

後
の
町
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
の
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま

す
。

町
長

町
で
は
、
昨
年
11
月

に
税
務
署
主
催
の
３
町
の
説

明
会
を
駅
前
交
流
館
は
ち
パ

ル
で
行
い
、
広
報
で
も
周
知

し
て
お
り
ま
す
。
町
へ
相
談

が
あ
っ
た
場
合
に
は
税
務
署

と
連
携
し
、
今
後
も
制
度
周

知
に
努
め
ま
す
。

我
が
町
で
の
取
り
組
み
は
聞

こ
え
て
き
ま
せ
ん
が
、
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

町
長

詳
細
な
実
績
を
把
握

し
て
お
ら
な
い
の
で
、
後
で

調
べ
な
が
ら
お
答
え
す
る
よ

り
な
い
と
思
う
。

問

本
町
で
も
、
給
食
の
無

償
化
・
来
年
度
か
ら
の
新
１

年
生
へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
提

供
等
あ
り
ま
す
が
、
我
が
八

郎
潟
町
が
子
育
て
が
し
や
す

い
町
、
支
援
の
行
き
届
い
て

い
る
町
を
目
指
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
、
小
・

中
学
校
修
学
旅
行
費
用
の
全

額
町
負
担
の
補
助
で
の
実
現

を
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
長

毎
年
全
額
補
助
金

を
継
続
し
て
い
く
と
な
る
と
、

現
時
点
で
は
厳
し
い
と
考
え

ま
す
。
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
、

全
体
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
こ
と
の
検
討
は
必
要
と
考

え
て
い
る
。

問

最
近
街
路
樹
の
伐
倒
で
、

世
間
を
賑
わ
し
て
い
る
自
動

車
販
売
会
社
の
話
題
で
持
ち

切
り
で
す
が
、
我
が
町
で
も

真
坂
鳥
屋
崎
団
地
と
上
昼
根

の
街
路
樹
の
伐
倒
に
町
民
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

質
問
し
ま
す
。
ま
ず
、
鳥
屋

崎
団
地
の
街
路
樹
植
樹
に
関

係
さ
れ
た
方
が
松
の
木
10
本

の
伐
倒
現
場
を
見
て
び
っ
く

り
し
た
と
あ
り
ま
し
た
。

町
長

令
和
２
年
地
元
町
内

会
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
伸

び
た
枝
や
落
ち
葉
が
民
家
に

影
響
を
及
ぼ
す
と
あ
り
、
今

年
度
の
町
内
会
長
会
議
の
中

で
、
北
側
エ
リ
ア
と
南
側
エ

リ
ア
に
分
け
て
、
５
年
度
と

６
年
度
に
伐
倒
を
予
定
し
て

い
る
。

問

次
に
、
上
昼
根
地
域

「
薬
王
堂
前
」
町
の
指
定
木

で
あ
る
ケ
ヤ
キ
５
本
の
伐
倒

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長

伐
倒
し
た
箇
所
は
、
冬

期
間
に
町
道
を
除
雪
し
た
雪

の
仮
置
き
場
と
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
の
伐
倒
で
す
。

た
の
か
、
ま
た
来
年
度
の
発

行
が
あ
る
の
か
も
説
明
く
だ

さ
い
。

町
長

国
の
交
付
金
、
こ
れ

が
は
っ
き
り
し
て
か
ら
や
り

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、

今
日
９
月
定
例
会
に
予
算
を

提
出
し
た
次
第
で
す
。
ま
た
、

来
年
第
７
弾
の
交
付
に
つ
い

て
は
、
国
の
補
助
金
が
な
け

れ
ば
、
財
政
面
で
は
か
な
り

き
つ
い
も
の
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

問

２
０
２
０
年
５
月
に
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
政
府
よ
り
中

小
企
業
へ
の
支
援
策
と
し
て
、

３
年
間
の
無
利
子
無
担
保
で

貸
し
出
さ
れ
た
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融

資
に
つ
い
て
は
、
今
日
返
済

期
限
を
迎
え
て
い
ま
す
。
物

価
高
騰
で
思
う
よ
う
に
業
績

は
回
復
し
な
い
今
日
、
返
済

期
限
を
迎
え
苦
況
に
立
た
さ

れ
て
い
る
事
業
者
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
五
城
目
町
・

井
川
町
の
両
町
で
は
ゼ
ロ
ゼ

ロ
融
資
の
借
主
の
返
済
期
限

を
さ
ら
に
２
年
間
の
「
利
息

１
・
15
％
、
１
・
35
％
」
を

行
政
で
負
担
し
無
利
子
無
担

保
で
「
計
５
年
間
の
」
借
入

延
長
の
政
策
を
今
回
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
秋
田
市
で

は
、
10
年
間
計
13
年
間
の
支

援
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、

問

井
川
町
、
五
城
目
町
が

８
月
に
地
域
商
品
券
交
付
が

な
さ
れ
て
、
我
が
町
で
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
と
の
、

町
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
９

月
定
例
議
会
に
補
正
と
し
て

議
案
を
上
程
と
し
て
あ
り
ま

す
が
、
な
ぜ
本
町
で
は
10
月

交
付
に
至
っ
た
の
か
質
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
物

価
の
上
昇
や
原
油
高
に
よ
る
、

各
種
燃
料
の
高
騰
な
ど
住
民

生
活
に
負
担
感
が
増
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
総
務
省
に

よ
り
ま
す
と
、
昨
年
度
の
平

均
の
消
費
者
物
価
指
数
は
生

鮮
食
品
を
除
い
た
指
数
が
前

の
年
度
よ
り
３
・
０
％
上
昇

し
た
と
あ
り
ま
す
。
３
・
０

％
の
上
昇
率
は
第
２
次
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
１
９
８
１
年
以

来
で
す
。
今
回
の
交
付
に
つ

い
て
は
、
井
川
町
・
五
城
目

町
が
交
付
に
至
っ
た
の
で
、

本
町
で
も
10
月
の
決
断
を
し
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イ
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一 般 質 問一 般 質 問 一 般 質 問一 般 質 問

せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

是
非
ご
検
討
願
い
ま
す
。

町
長

秋
田
県
内
で
は
、
令

和
４
年
度
時
点
で
13
市
町
村

が
導
入
し
て
お
り
、
近
隣
で

は
令
和
３
年
度
か
ら
大
潟
村

が
導
入
し
、
配
布
件
数
０

件
、
令
和
４
年
度
か
ら
五
城

目
町
、
三
種
町
が
導
入
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
配
布
件
数

問

提
案
と
し
て
、
認
知
症

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
保
護

情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
「
ど
こ

シ
ル
伝
言
板
（
以

下
、
「
伝
言
板
」

と
い
う
。
）
」
の

取
り
入
れ
で
あ
り

ま
す
。
伝
言
板
は
、

認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
の
読
み
取
り

で
発
見
〜
保
護
〜

帰
宅
ま
で
の
早
期

解
決
と
し
て
、
地

域
の
見
守
り
事
業

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
認
知
症
の
人

や
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
等
の
保
護

時
に
、
個
人
情
報

を
開
示
す
る
こ
と

な
く
、
早
期
帰
宅

に
繋
げ
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
認
知
症

や
疑
い
が
あ
る
方

が
安
心
し
て
暮
ら

どこシル伝言板

は
２
件
と
１
件
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
実
例
は
無
い
よ
う

で
す
。
町
で
は
、
行
方
不
明

に
な
る
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者

等
に
事
前
に
登
録
し
て
頂
き
、

事
案
発
生
時
に
当
該
高
齢
者

等
の
早
期
発
見
に
繋
げ
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
警
察
や

関
係
機
関
等
、
協
力
体
制
を

構
築
す
る
「
地
域
で
見
守
る

認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
進
め
た
上
で
考
え
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

と
自
治
体
の
繰
越
金
一
部
を

充
当
し
、
商
品
券
を
交
付
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
バ
ラ
マ

キ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
私

個
人
と
し
て
地
域
商
品
券
交

付
に
つ
い
て
は
、
全
町
民
へ

の
公
平
的
な
支
援
並
び
に
小

売
・
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
事
業

者
支
援
と
し
て
、
賢
明
な
施

策
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
地

域
商
品
券
交
付
の
考
え
方
に

つ
い
て
。

町
長

今
般
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
や
食
料
品
等
の
物
価
高

騰
は
、
全
町
民
に
等
し
く
影

響
を
及
ぼ
し
、
家
計
圧
迫
や

購
買
意
欲
の
低
下
等
大
変
厳

段
か
ら
把
握
し
て
お
く
こ
と

で
効
率
的
な
対
応
に
繋
が
る

と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
、
風

水
害
等
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
是

非
ご
検
討
願
い
ま
す
。

町
長

想
定
演
習
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
な
か
な
か
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
、

秋
田
県
消
防
協
会
男
鹿
潟
上

南
秋
支
部
の
主
催
に
よ
り
、

広
域
的
な
防
災
訓
練
が
市
町

村
の
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催

さ
れ
、
町
消
防
団
が
参
加
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
開
催

地
が
本
町
と
な
っ
た
際
は
、

地
域
住
民
や
警
察
等
の
関
係

機
関
も
参
加
し
て
大
が
か
り

な
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
各
関
係
機
関

と
の
連
携
を
し
な
が
ら
、
な

お
一
層
、
災
害
に
強
い
町
づ

く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

経
済
対
策
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
現

状
を
踏
ま
え
、
町
民
の
皆
さ

ま
へ
の
家
計
支
援
並
び
に
町

内
の
事
業
者
支
援
策
と
し
て
、

所
得
制
限
等
を
設
け
ず
10
月

１
日
を
基
準
日
と
し
て
全
町

民
を
対
象
に
１
人
１
万
円
の

第
６
弾
地
域
商
品
券
を
発
行

す
る
為
の
関
係
予
算
案
を
本

定
例
会
に
提
出
し
て
お
り
ま

す
。

問

提
案
と
し
て
、
災
害
時

の
気
象
情
報
の
利
活
用
や
連

絡
体
制
の
確
認
を
目
的
と
し

た
、
公
務
員
向
け
研
修
会
の

開
催
で
す
。
内
容
は
、
県
秋

田
地
域
振
興
局
と
秋
田
地
方

気
象
台
の
協
力
の
下
、
近
隣

自
治
体
・
秋
田
河
川
国
道
事

務
所
・
五
城
目
警
察
署
・
湖

東
消
防
本
部
・
陸
上
自
衛
隊

秋
田
駐
屯
地
な
ど
か
ら
の
参

加
で
、
架
空
の
町
に
台
風
が

接
近
し
、
河
川
の
氾
濫
で
洪

水
が
発
生
し
た
と
の
想
定
演

習
で
す
。
災
害
は
、
様
々
な

情
報
が
発
信
さ
れ
ま
す
。
ど

の
機
関
が
情
報
の
収
集
や
発

信
を
担
っ
て
い
る
の
か
、
普

７月15日　豪雨被害の様子

（9 ） 八郎潟町議会だより第157号 令和５年10月１日

議員

認知症対応の取り組みについて

畠山　一充

地
域
商
品
券
交
付

事
業
に
つ
い
て

災
害
時
の
連
絡
体

制
に
つ
い
て
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日
〜
25
日
の
活
動
も
休
止
と

な
り
ま
し
た
。
高
温
が
予
想

さ
れ
る
中
で
練
習
を
通
常
の

形
で
実
践
す
る
の
は
無
理
が

あ
り
、
判
断
が
間
違
っ
て
い

る
と
も
思
い
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
「
練
習
し
て
も
よ
い
」

「
練
習
は
ダ
メ
」
こ
の
１
０

０
か
ゼ
ロ
の
二
択
し
か
選
択

肢
が
な
い
こ
と
に
個
人
的
に

は
違
和
感
を
覚
え
ま
す
。
例

え
ば

・
日
中
の
時
間
帯
を
避
け
る
、

ま
た
は
短
時
間
で
の
軽
め

の
メ
ニ
ュ
ー

・
簡
易
的
な
冷
房
設
備
を
準

備
し
て
屋
外
種
目
も
含
め

て
体
育
館
で
の
利
用
を
割

り
当
て
る

な
ど
、
選
択
肢
を
増
や
し
て

あ
げ
ら
れ
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
お
そ
ら
く
今
後
も
猛
暑

の
年
は
続
き
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
当
事
者
の
思
い
も
汲
み

取
っ
た
線
引
き
を
作
っ
て
ほ

し
い
。

問

部
活
動
等
の
実
施
不
可

判
断
の
見
直
し
を
。

教
育
長

次
年
度
以
降
も
夏

場
に
は
猛
暑
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
全

面
を
考
慮
し
て
体
育
館
に
冷

房
設
備
を
装
備
出
来
な
い
も

の
か
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

町
長

河
川
管
理
者
の
秋
田

県
に
よ
り
ま
す
と
令
和
５
年

度
は
五
城
目
高
校
付
近
か
ら

国
道
２
８
５
号
上
流
側
の
伐

木
と
洲
ざ
ら
い
を
実
施
し
、

令
和
６
年
度
か
ら
は
国
道
７

号
か
ら
秋
田
自
動
車
道
ま
で

の
区
間
の
伐
木
と
洲
ざ
ら
い

の
実
施
に
向
け
て
予
算
要

望
す
る
と
回
答
を
得
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
機
会
が
あ
る
ご

と
に
浚
渫
の
要
望
を
し
て
お

り
、
移
動
振
興
局
に
お
い
て

も
馬
場
目
川
全
体
の
浚
渫
要

望
を
し
て
い
る
。
県
で
は
流

下
能
力
の
阻
害
し
て
い
る
箇

所
を
緊
急
性
・
優
先
度
を
考

慮
し
対
応
し
て
お
り
、
上
流

か
ら
下
流
へ
の
洲
ざ
ら
い
の

予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
馬

場
目
川
の
河
川
改
修
は
改
修

済
み
の
位
置
づ
け
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
伐
採
及
び
洲
ざ

ら
い
の
維
持
管
理
事
業
を
実

施
し
て
い
く
と
回
答
を
得
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ

ま
で
の
大
雨
被
害
の
状
況
と

い
た
し
ま
し
て
も
地
域
住
民

の
不
安
解
消
と
安
全
安
心
な

生
活
を
守
る
た
め
に
も
今
後

も
要
望
を
継
続
し
て
参
る
。

高
温
に
よ
り
8
月
８
日
〜

11
日
ま
で
運
動
部
の
活
動
を

休
止
、
12
日
〜
16
日
は
学
校

閉
庁
日
、
さ
ら
に
は
8
月
21

護
保
険
事
業
計
画
に
反
映
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

７
月
15
日
に
発
生
し
た
記

録
的
豪
雨
で
は
本
町
で
も
た

く
さ
ん
の
被
害
を
記
録
し
ま

し
た
。
河
川
改
修
に
関
し
て

は
被
害
の
大
き
か
っ
た
エ
リ

ア
か
ら
浚
渫
が
よ
う
や
く
ス

タ
ー
ト
す
る
と
い
う
情
報
は

あ
り
ま
す
が
、
「
河
川
整
備

は
下
流
か
ら
」
と
い
う
の
は

何
度
も
耳
に
し
て
き
た
言
葉

で
す
。
八
郎
潟
町
と
し
て
は

下
流
か
ら
の
改
良
工
事
を
一

体
的
に
要
望
す
べ
き
と
考
え

る
が
町
と
し
て
の
見
識
を
伺

う
。

問

浚
渫
等
改
良
工
事
の
現

状
把
握
と
今
後
の
予
定
は
。

問

現
在
第
８
期
介
護
保
険

事
業
計
画
の
最
終
年
と
な
る

が
、
第
９
期
策
定
に
あ
た
り

保
険
料
の
設
定
の
検
討
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長

９
月
よ
り
サ
ー
ビ
ス

見
込
み
量
等
の
設
定
作
業
が

始
ま
り
、
国
の
情
報
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
地
域
包
括
ケ
ア
メ

ー
ル
化
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
保
険
料
の
仮
設
定
が
行
わ

れ
る
。
保
険
料
に
つ
い
て
は

今
の
段
階
で
は
検
討
し
て
い

な
い
が
今
後
介
護
保
険
運
営

協
議
会
を
開
催
し
て
、
意
見

を
集
約
し
３
月
議
会
定
例
会

に
は
第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
と
し
て
お
示
し
い
た
し

ま
す
。

問

第
８
期
の
３
年
は
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
っ
た
。
個
別
訪
問

の
減
少
や
運
動
教
室
等
も
な

か
な
か
実
施
出
来
な
か
っ
た

か
と
思
う
。
そ
う
い
っ
た
事

も
含
め
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

健
康
福
祉
課
長

人
口
動
態

の
変
化
へ
の
対
応
等
、
地
域

課
題
を
見
極
め
て
第
９
期
介

す
。公

共
施
設
等
に
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
の
機

能
を
持
た
せ
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
町
民
の
健
康
維
持
は
も

ち
ろ
ん
、
家
庭
で
の
電
力
使

用
量
を
抑
え
る
こ
と
に
も
繋

が
る
の
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点

で
も
一
石
二
鳥
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
気
候
変
動
適
応

法
が
令
和
５
年
４
月
に
改
正

さ
れ
熱
中
症
対
策
の
項
目
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば

は
ち
パ
ル
で
あ
れ
ば
図
書
館

や
交
流
ホ
ー
ル
で
涼
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
や
、
保
健
セ
ン

タ
ー
等
で
あ
れ
ば
夏
季
に
介

護
予
防
教
室
等
を
開
催
し
つ

つ
、
そ
の
前
後
の
時
間
に
涼

ん
で
い
た
だ
く
仕
掛
け
を
増

や
す
こ
と
で
利
用
者
の
増
進

を
図
っ
て
い
く
事
も
可
能
で

は
な
い
か
。

問

公
共
施
設
を
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
の
活

用
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

町
長

来
年
度
、
冷
房
設
備

が
あ
り
常
時
職
員
が
い
る
役

場
庁
舎
や
は
ち
パ
ル
等
を
ク

ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し

て
指
定
す
る
方
向
で
検
討
す

る
予
定
で
す
。
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小柳　　聡

今
夏
の
異
常
気

象
か
ら
将
来
を

見
据
え
て



一 般 質 問一 般 質 問 一 般 質 問一 般 質 問

せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

是
非
ご
検
討
願
い
ま
す
。

町
長

秋
田
県
内
で
は
、
令

和
４
年
度
時
点
で
13
市
町
村

が
導
入
し
て
お
り
、
近
隣
で

は
令
和
３
年
度
か
ら
大
潟
村

が
導
入
し
、
配
布
件
数
０

件
、
令
和
４
年
度
か
ら
五
城

目
町
、
三
種
町
が
導
入
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
配
布
件
数

問

提
案
と
し
て
、
認
知
症

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
保
護

情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
「
ど
こ

シ
ル
伝
言
板
（
以

下
、
「
伝
言
板
」

と
い
う
。
）
」
の

取
り
入
れ
で
あ
り

ま
す
。
伝
言
板
は
、

認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
の
読
み
取
り

で
発
見
〜
保
護
〜

帰
宅
ま
で
の
早
期

解
決
と
し
て
、
地

域
の
見
守
り
事
業

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
認
知
症
の
人

や
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
等
の
保
護

時
に
、
個
人
情
報

を
開
示
す
る
こ
と

な
く
、
早
期
帰
宅

に
繋
げ
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
認
知
症

や
疑
い
が
あ
る
方

が
安
心
し
て
暮
ら

どこシル伝言板

は
２
件
と
１
件
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
実
例
は
無
い
よ
う

で
す
。
町
で
は
、
行
方
不
明

に
な
る
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者

等
に
事
前
に
登
録
し
て
頂
き
、

事
案
発
生
時
に
当
該
高
齢
者

等
の
早
期
発
見
に
繋
げ
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
警
察
や

関
係
機
関
等
、
協
力
体
制
を

構
築
す
る
「
地
域
で
見
守
る

認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
進
め
た
上
で
考
え
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

と
自
治
体
の
繰
越
金
一
部
を

充
当
し
、
商
品
券
を
交
付
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
バ
ラ
マ

キ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
私

個
人
と
し
て
地
域
商
品
券
交

付
に
つ
い
て
は
、
全
町
民
へ

の
公
平
的
な
支
援
並
び
に
小

売
・
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
事
業

者
支
援
と
し
て
、
賢
明
な
施

策
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
地

域
商
品
券
交
付
の
考
え
方
に

つ
い
て
。

町
長

今
般
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
や
食
料
品
等
の
物
価
高

騰
は
、
全
町
民
に
等
し
く
影

響
を
及
ぼ
し
、
家
計
圧
迫
や

購
買
意
欲
の
低
下
等
大
変
厳

段
か
ら
把
握
し
て
お
く
こ
と

で
効
率
的
な
対
応
に
繋
が
る

と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
、
風

水
害
等
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
是

非
ご
検
討
願
い
ま
す
。

町
長

想
定
演
習
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
な
か
な
か
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
、

秋
田
県
消
防
協
会
男
鹿
潟
上

南
秋
支
部
の
主
催
に
よ
り
、

広
域
的
な
防
災
訓
練
が
市
町

村
の
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催

さ
れ
、
町
消
防
団
が
参
加
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
開
催

地
が
本
町
と
な
っ
た
際
は
、

地
域
住
民
や
警
察
等
の
関
係

機
関
も
参
加
し
て
大
が
か
り

な
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
各
関
係
機
関

と
の
連
携
を
し
な
が
ら
、
な

お
一
層
、
災
害
に
強
い
町
づ

く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

経
済
対
策
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
現

状
を
踏
ま
え
、
町
民
の
皆
さ

ま
へ
の
家
計
支
援
並
び
に
町

内
の
事
業
者
支
援
策
と
し
て
、

所
得
制
限
等
を
設
け
ず
10
月

１
日
を
基
準
日
と
し
て
全
町

民
を
対
象
に
１
人
１
万
円
の

第
６
弾
地
域
商
品
券
を
発
行

す
る
為
の
関
係
予
算
案
を
本

定
例
会
に
提
出
し
て
お
り
ま

す
。

問

提
案
と
し
て
、
災
害
時

の
気
象
情
報
の
利
活
用
や
連

絡
体
制
の
確
認
を
目
的
と
し

た
、
公
務
員
向
け
研
修
会
の

開
催
で
す
。
内
容
は
、
県
秋

田
地
域
振
興
局
と
秋
田
地
方

気
象
台
の
協
力
の
下
、
近
隣

自
治
体
・
秋
田
河
川
国
道
事

務
所
・
五
城
目
警
察
署
・
湖

東
消
防
本
部
・
陸
上
自
衛
隊

秋
田
駐
屯
地
な
ど
か
ら
の
参

加
で
、
架
空
の
町
に
台
風
が

接
近
し
、
河
川
の
氾
濫
で
洪

水
が
発
生
し
た
と
の
想
定
演

習
で
す
。
災
害
は
、
様
々
な

情
報
が
発
信
さ
れ
ま
す
。
ど

の
機
関
が
情
報
の
収
集
や
発

信
を
担
っ
て
い
る
の
か
、
普

７月15日　豪雨被害の様子
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認知症対応の取り組みについて

畠山　一充

地
域
商
品
券
交
付

事
業
に
つ
い
て

災
害
時
の
連
絡
体

制
に
つ
い
て

一 般 質 問一 般 質 問 一 般 質 問一 般 質 問

日
〜
25
日
の
活
動
も
休
止
と

な
り
ま
し
た
。
高
温
が
予
想

さ
れ
る
中
で
練
習
を
通
常
の

形
で
実
践
す
る
の
は
無
理
が

あ
り
、
判
断
が
間
違
っ
て
い

る
と
も
思
い
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
「
練
習
し
て
も
よ
い
」

「
練
習
は
ダ
メ
」
こ
の
１
０

０
か
ゼ
ロ
の
二
択
し
か
選
択

肢
が
な
い
こ
と
に
個
人
的
に

は
違
和
感
を
覚
え
ま
す
。
例

え
ば

・
日
中
の
時
間
帯
を
避
け
る
、

ま
た
は
短
時
間
で
の
軽
め

の
メ
ニ
ュ
ー

・
簡
易
的
な
冷
房
設
備
を
準

備
し
て
屋
外
種
目
も
含
め

て
体
育
館
で
の
利
用
を
割

り
当
て
る

な
ど
、
選
択
肢
を
増
や
し
て

あ
げ
ら
れ
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
お
そ
ら
く
今
後
も
猛
暑

の
年
は
続
き
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
当
事
者
の
思
い
も
汲
み

取
っ
た
線
引
き
を
作
っ
て
ほ

し
い
。

問

部
活
動
等
の
実
施
不
可

判
断
の
見
直
し
を
。

教
育
長

次
年
度
以
降
も
夏

場
に
は
猛
暑
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
全

面
を
考
慮
し
て
体
育
館
に
冷

房
設
備
を
装
備
出
来
な
い
も

の
か
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

町
長

河
川
管
理
者
の
秋
田

県
に
よ
り
ま
す
と
令
和
５
年

度
は
五
城
目
高
校
付
近
か
ら

国
道
２
８
５
号
上
流
側
の
伐

木
と
洲
ざ
ら
い
を
実
施
し
、

令
和
６
年
度
か
ら
は
国
道
７

号
か
ら
秋
田
自
動
車
道
ま
で

の
区
間
の
伐
木
と
洲
ざ
ら
い

の
実
施
に
向
け
て
予
算
要

望
す
る
と
回
答
を
得
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
機
会
が
あ
る
ご

と
に
浚
渫
の
要
望
を
し
て
お

り
、
移
動
振
興
局
に
お
い
て

も
馬
場
目
川
全
体
の
浚
渫
要

望
を
し
て
い
る
。
県
で
は
流

下
能
力
の
阻
害
し
て
い
る
箇

所
を
緊
急
性
・
優
先
度
を
考

慮
し
対
応
し
て
お
り
、
上
流

か
ら
下
流
へ
の
洲
ざ
ら
い
の

予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
馬

場
目
川
の
河
川
改
修
は
改
修

済
み
の
位
置
づ
け
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
伐
採
及
び
洲
ざ

ら
い
の
維
持
管
理
事
業
を
実

施
し
て
い
く
と
回
答
を
得
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ

ま
で
の
大
雨
被
害
の
状
況
と

い
た
し
ま
し
て
も
地
域
住
民

の
不
安
解
消
と
安
全
安
心
な

生
活
を
守
る
た
め
に
も
今
後

も
要
望
を
継
続
し
て
参
る
。

高
温
に
よ
り
8
月
８
日
〜

11
日
ま
で
運
動
部
の
活
動
を

休
止
、
12
日
〜
16
日
は
学
校

閉
庁
日
、
さ
ら
に
は
8
月
21

護
保
険
事
業
計
画
に
反
映
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

７
月
15
日
に
発
生
し
た
記

録
的
豪
雨
で
は
本
町
で
も
た

く
さ
ん
の
被
害
を
記
録
し
ま

し
た
。
河
川
改
修
に
関
し
て

は
被
害
の
大
き
か
っ
た
エ
リ

ア
か
ら
浚
渫
が
よ
う
や
く
ス

タ
ー
ト
す
る
と
い
う
情
報
は

あ
り
ま
す
が
、
「
河
川
整
備

は
下
流
か
ら
」
と
い
う
の
は

何
度
も
耳
に
し
て
き
た
言
葉

で
す
。
八
郎
潟
町
と
し
て
は

下
流
か
ら
の
改
良
工
事
を
一

体
的
に
要
望
す
べ
き
と
考
え

る
が
町
と
し
て
の
見
識
を
伺

う
。

問

浚
渫
等
改
良
工
事
の
現

状
把
握
と
今
後
の
予
定
は
。

問

現
在
第
８
期
介
護
保
険

事
業
計
画
の
最
終
年
と
な
る

が
、
第
９
期
策
定
に
あ
た
り

保
険
料
の
設
定
の
検
討
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長

９
月
よ
り
サ
ー
ビ
ス

見
込
み
量
等
の
設
定
作
業
が

始
ま
り
、
国
の
情
報
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
地
域
包
括
ケ
ア
メ

ー
ル
化
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
保
険
料
の
仮
設
定
が
行
わ

れ
る
。
保
険
料
に
つ
い
て
は

今
の
段
階
で
は
検
討
し
て
い

な
い
が
今
後
介
護
保
険
運
営

協
議
会
を
開
催
し
て
、
意
見

を
集
約
し
３
月
議
会
定
例
会

に
は
第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
と
し
て
お
示
し
い
た
し

ま
す
。

問

第
８
期
の
３
年
は
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
っ
た
。
個
別
訪
問

の
減
少
や
運
動
教
室
等
も
な

か
な
か
実
施
出
来
な
か
っ
た

か
と
思
う
。
そ
う
い
っ
た
事

も
含
め
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

健
康
福
祉
課
長

人
口
動
態

の
変
化
へ
の
対
応
等
、
地
域

課
題
を
見
極
め
て
第
９
期
介

す
。公

共
施
設
等
に
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
の
機

能
を
持
た
せ
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
町
民
の
健
康
維
持
は
も

ち
ろ
ん
、
家
庭
で
の
電
力
使

用
量
を
抑
え
る
こ
と
に
も
繋

が
る
の
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点

で
も
一
石
二
鳥
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
気
候
変
動
適
応

法
が
令
和
５
年
４
月
に
改
正

さ
れ
熱
中
症
対
策
の
項
目
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば

は
ち
パ
ル
で
あ
れ
ば
図
書
館

や
交
流
ホ
ー
ル
で
涼
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
や
、
保
健
セ
ン

タ
ー
等
で
あ
れ
ば
夏
季
に
介

護
予
防
教
室
等
を
開
催
し
つ

つ
、
そ
の
前
後
の
時
間
に
涼

ん
で
い
た
だ
く
仕
掛
け
を
増

や
す
こ
と
で
利
用
者
の
増
進

を
図
っ
て
い
く
事
も
可
能
で

は
な
い
か
。

問

公
共
施
設
を
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
の
活

用
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

町
長

来
年
度
、
冷
房
設
備

が
あ
り
常
時
職
員
が
い
る
役

場
庁
舎
や
は
ち
パ
ル
等
を
ク

ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し

て
指
定
す
る
方
向
で
検
討
す

る
予
定
で
す
。

浚渫・洲ざらい工事予定箇所（R285号線付近）

八郎潟町議会だより第157号 （8 ）令和５年10月１日

議員

超高齢化社会を見据えて

小柳　　聡

今
夏
の
異
常
気

象
か
ら
将
来
を

見
据
え
て



■議長交際費の支出状況（７月～９月）
◎議長が交際費に要した経費の概要をお知らせします。
分　類 件数 金額（円） 内　　　　訳

その他 １ 14,000 岩手県、秋田県、山形県合同町村議会議長等中央研修会負担金
計 １ 14,000

議案第64号
 ● 令和５年度八郎潟町一般会計補正予算(第２号)につ
いて ▶▶ 全員賛成可決

歳
入

・災害弔慰金負担金(国２/４、県１/４) 3,750千円
・前年度繰越金 2,492千円

歳
出

・罹災見舞金(床上浸水７棟) 350千円
・災害弔慰金(死亡) 5,000千円
・八郎潟町観光協会補助金(願人踊り山形公演) 195千円
・スポーツ少年団派遣費補助金(ソフトボール全国大会) 697千円

臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会第２回 令和５年７月20日開催

議案第65号
 ● 工事請負契約の締結について ▶▶ 全員賛成可決
・契約の目的 八郎潟町Ｂ＆Ｇ海洋センタープール改修工事
・契約の金額 82,170千円
・契約の相手方 潟上市　むつみ建設㈱代表取締役社長

　　　　　　　　　　　　　　佐々木　徹

臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会第３回 令和５年８月10日開催

令和５年　八郎潟町議会９月定例会

提 出 議 案 結 果 報 告
議案番号 審　議　案　件 結　果

議案第66号 令和５年度八郎潟町一般会計補正予算（第３号）について 全員賛成可決

議案第67号 令和５年度八郎潟町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 全員賛成可決

議案第68号 令和５年度八郎潟町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決

議案第69号 令和５年度八郎潟町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 全員賛成可決

議案第70号 令和５年度八郎潟町上水道特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決

議案第71号 八郎潟町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 全員賛成承認

認定第１号 令和４年度八郎潟町一般会計歳入歳出決算認定について 賛成多数
（反対：北嶋賢子）

認定第２号 令和４年度八郎潟町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定

認定第３号 令和４年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定

認定第４号 令和４年度八郎潟町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定

認定第５号 令和４年度八郎潟町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定

認定第６号 令和４年度八郎潟町上水道特別会計決算認定について 全員賛成認定

報告第４号 令和４年度八郎潟町一般会計等財政健全化審査及び令和４年度八郎潟町水道事業
会計経営健全化審査について

報告第５号 令和４年度八郎潟町公共下水道事業特別会計継続費精算報告書について

追 加 議 案 令和５年度八郎潟町一般会計補正予算（第４号）について 全員賛成可決

（11 ） 八郎潟町議会だより第157号 令和５年10月１日

一 般 質 問一 般 質 問

問

私
の
要
望
で
す
。
昭
和
30

年
、
31
年
に
米
国
と
余
剰
農
産

物
協
定
が
結
ば
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
パ
ン
食
が
急
速
に
普
及

し
、
米
離
れ
が
起
き
た
。
そ
こ

で
学
校
給
食
を
全
て
「
米
を

利
用
し
た
」
給
食
に
で
き
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
今
１
ヶ
月
の
内
何
回
か

は
「
米
食
」
を
行
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
米
の

文
化
で
発
達
し
て
き
た
我
が

地
域
、
し
か
も
主
産
業
が
農

業
で
あ
り
、
米
の
余
り
の
減

少
の
中
で
地
域
の
主
産
業
を

盛
り
上
げ
る
と
共
に
「
米
」

で
い
ろ
い
ろ
な
食
料
品
が
で

き
る
こ
と
を
給
食
通
し
て
勉

強
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
と

一
体
と
な
っ
て
地
域
が
元
気

に
な
る
農
業
、
農
家
を
つ
く

る
た
め
に
も
是
非
検
討
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長

ほ
と
ん
ど
が
米
食

の
給
食
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

要
求
に
応
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

見
て
目
に
止
ま
っ
て
い
る
の

は
枝
豆
・
ネ
ギ
等
で
あ
る
が
、

ほ
か
に
何
が
あ
る
の
か
、
ま

た
、
長
期
展
望
に
立
っ
た
作

物
等
が
あ
っ
た
ら
ご
教
示
願

い
た
い
。

町
長

水
田
活
用
の
直
接
支

払
い
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

国
民
の
主
食
で
あ
る
米
の
安

定
供
給
の
ほ
か
、
食
糧
自
給

力
に
資
す
る
大
豆
、
米
粉
用

米
の
戦
略
作
物
等
の
本
作
化

と
共
に
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
魅
力
的
な
産
品
の
産
地

づ
く
り
、
畑
地
化
に
よ
る
高

収
益
作
物
の
定
着
化
を
目
指

し
た
制
度
で
あ
り
ま
す
。
本

町
の
主
な
転
作
物
は
、
大
豆
、

枝
豆
と
な
っ
て
い
る
が
、
水

田
再
編
協
議
会
、
水
田
強
化

ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
は
キ
ャ

ベ
ツ
、
ネ
ギ
、
カ
ボ
チ
ャ
、

ほ
う
れ
ん
草
、
ナ
ス
、
セ
リ

を
設
定
し
て
い
る
。

問

今
、
米
に
つ
い
て
大
き

な
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
き
が
け
新
聞
の
９
月
４
、

５
日
は
紙
面
に
秋
田
県
知
事

が
こ
ま
ち
Ｒ
に
つ
い
て
発
言

し
て
い
る
が
、
全
県
の
市
町

村
長
会
議
で
話
題
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

町
長

私
自
身
は
こ
れ
が
問

題
と
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。
報
告
は
受
け
ま
し
た
。

必
要
な
会
議
に
出
席
す
る
為

事
故
に
あ
っ
た
時
は
、
急
激

且
つ
偶
然
な
原
因
に
よ
る
故

に
不
慮
の
事
故
に
な
る
。
こ

の
度
の
八
郎
潟
町
の
事
故
は

不
慮
の
事
故
で
す
。

問

こ
の
度
の
八
郎
潟
町
の

事
故
に
つ
い
て
、
何
故
７
月

臨
時
議
会
で
内
容
を
公
表
で

き
な
い
の
か
。

副
町
長

個
人
情
報
な
の
で

公
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

問

こ
の
制
度
は
農
家
の
米

あ
ま
り
減
少
・
米
の
価
格
の

下
落
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、

い
か
に
し
て
農
家
所
得
を
確

保
す
る
か
を
考
え
た
末
に
食

糧
自
給
率
・
自
給
力
の
向
上

に
資
す
る
麦
、
大
豆
、
米
粉

用
米
等
の
戦
略
作
物
の
本
作

化
と
と
も
に
、
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
魅
力
的
な
産
地

づ
く
り
と
畑
地
化
に
よ
る
高

収
益
作
物
等
定
着
等
の
支
援

を
す
る
と
あ
る
が
こ
の
捉
え

方
で
よ
ろ
し
い
か
伺
い
ま
す
。

次
に
、
本
町
に
お
い
て
は

将
来
共
に
何
に
重
点
を
お
い

て
産
地
づ
く
り
の
畑
地
化
を

目
指
し
て
い
る
の
か
。
私
が

に
要
望
し
て
い
く
と
あ
る
が
、

こ
れ
が
ど
こ
の
箇
所
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
八
郎
潟

町
に
た
め
池
が
何
箇
所
あ
る

の
か
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

産
業
課
長

た
め
池
の
数
は

４
、
５
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
管
理
に
つ
い
て
は
水

利
組
合
で
管
理
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

問

マ
ス
コ
ミ
報
道
で
注
意

を
促
し
て
い
る
の
に
会
議
に

出
席
し
、
事
故
に
あ
っ
た
時
、

こ
れ
も
不
慮
の
事
故
に
な
る

の
か
。
む
し
ろ
報
道
を
無
視

し
て
会
議
に
参
加
し
た
本
人

に
責
任
が
あ
り
、
不
注
意
に

よ
る
事
故
に
該
当
す
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
仮
に
、
不
注
意
と
な
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
判
断

し
た
と
き
に
は
、
八
郎
潟
町

の
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
を
改
正
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長

外
出
自
粛
要
請
は
、

と
に
か
く
家
に
お
る
こ
と
が

基
本
で
す
が
、
あ
く
ま
で
も

お
願
い
で
あ
り
不
要
不
急
に

該
当
す
る
か
は
各
々
に
委
ね

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問

こ
の
度
の
災
害
で
は
、

他
町
に
比
べ
て
本
町
は
被
害

が
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
本

町
に
も
天
池
林
道
の
近
く
に

民
有
林
か
国
有
林
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
山
が
あ
り
、
見
事

に
頂
上
か
ら
道
が
付
き
木
が

ほ
と
ん
ど
伐
採
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に

対
し
て
町
で
は
、
今
後
ど
の

よ
う
な
行
政
指
導
を
し
て
い

く
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

町
長

森
林
の
立
木
を
伐
採

す
る
際
は
、
森
林
法
の
第
10

条
の
８
に
基
づ
き
森
林
を
所

有
す
る
市
町
村
の
長
に
届
け

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

尚
、
本
町
の
区
域
内
に
お
い

て
の
森
林
を
伐
採
す
る
際
に

は
、
役
場
に
届
出
書
を
提
出

し
、
内
容
等
の
確
認
の
上
通

知
書
を
届
け
出
者
に
発
送
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

再
質
問

八
郎
潟
町
地
域
防

災
計
画
書
に
あ
る
、
馬
場
目
川

の
氾
濫
に
つ
い
て
の
未
改
修

部
分
に
つ
い
て
は
、
早
期
完
成

が
図
ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関

八郎潟町議会だより第157号 （10 ）令和５年10月１日

議員

災害対策について

加藤千代美

不
慮
の
事
故
（
不
注

意
・
不
可
抗
力
）

水
田
活
用
の
直

接
支
払
い
交
付

金
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ

い
て

・
そ
の
他

中
体
連
の
改
革
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。



■議長交際費の支出状況（７月～９月）
◎議長が交際費に要した経費の概要をお知らせします。
分　類 件数 金額（円） 内　　　　訳

その他 １ 14,000 岩手県、秋田県、山形県合同町村議会議長等中央研修会負担金
計 １ 14,000

議案第64号
 ● 令和５年度八郎潟町一般会計補正予算(第２号)につ
いて ▶▶ 全員賛成可決

歳
入

・災害弔慰金負担金(国２/４、県１/４) 3,750千円
・前年度繰越金 2,492千円

歳
出

・罹災見舞金(床上浸水７棟) 350千円
・災害弔慰金(死亡) 5,000千円
・八郎潟町観光協会補助金(願人踊り山形公演) 195千円
・スポーツ少年団派遣費補助金(ソフトボール全国大会) 697千円

臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会第２回 令和５年７月20日開催

議案第65号
 ● 工事請負契約の締結について ▶▶ 全員賛成可決
・契約の目的 八郎潟町Ｂ＆Ｇ海洋センタープール改修工事
・契約の金額 82,170千円
・契約の相手方 潟上市　むつみ建設㈱代表取締役社長

　　　　　　　　　　　　　　佐々木　徹

臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会第３回 令和５年８月10日開催

令和５年　八郎潟町議会９月定例会

提 出 議 案 結 果 報 告
議案番号 審　議　案　件 結　果

議案第66号 令和５年度八郎潟町一般会計補正予算（第３号）について 全員賛成可決

議案第67号 令和５年度八郎潟町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 全員賛成可決

議案第68号 令和５年度八郎潟町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決

議案第69号 令和５年度八郎潟町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 全員賛成可決

議案第70号 令和５年度八郎潟町上水道特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決

議案第71号 八郎潟町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 全員賛成承認

認定第１号 令和４年度八郎潟町一般会計歳入歳出決算認定について 賛成多数
（反対：北嶋賢子）
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一 般 質 問一 般 質 問

問

私
の
要
望
で
す
。
昭
和
30

年
、
31
年
に
米
国
と
余
剰
農
産

物
協
定
が
結
ば
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
パ
ン
食
が
急
速
に
普
及

し
、
米
離
れ
が
起
き
た
。
そ
こ

で
学
校
給
食
を
全
て
「
米
を

利
用
し
た
」
給
食
に
で
き
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
今
１
ヶ
月
の
内
何
回
か

は
「
米
食
」
を
行
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
米
の

文
化
で
発
達
し
て
き
た
我
が

地
域
、
し
か
も
主
産
業
が
農

業
で
あ
り
、
米
の
余
り
の
減

少
の
中
で
地
域
の
主
産
業
を

盛
り
上
げ
る
と
共
に
「
米
」

で
い
ろ
い
ろ
な
食
料
品
が
で

き
る
こ
と
を
給
食
通
し
て
勉

強
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
と

一
体
と
な
っ
て
地
域
が
元
気

に
な
る
農
業
、
農
家
を
つ
く

る
た
め
に
も
是
非
検
討
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長

ほ
と
ん
ど
が
米
食

の
給
食
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

要
求
に
応
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

見
て
目
に
止
ま
っ
て
い
る
の

は
枝
豆
・
ネ
ギ
等
で
あ
る
が
、

ほ
か
に
何
が
あ
る
の
か
、
ま

た
、
長
期
展
望
に
立
っ
た
作

物
等
が
あ
っ
た
ら
ご
教
示
願

い
た
い
。

町
長

水
田
活
用
の
直
接
支

払
い
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

国
民
の
主
食
で
あ
る
米
の
安

定
供
給
の
ほ
か
、
食
糧
自
給

力
に
資
す
る
大
豆
、
米
粉
用

米
の
戦
略
作
物
等
の
本
作
化

と
共
に
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
魅
力
的
な
産
品
の
産
地

づ
く
り
、
畑
地
化
に
よ
る
高

収
益
作
物
の
定
着
化
を
目
指

し
た
制
度
で
あ
り
ま
す
。
本

町
の
主
な
転
作
物
は
、
大
豆
、

枝
豆
と
な
っ
て
い
る
が
、
水

田
再
編
協
議
会
、
水
田
強
化

ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
は
キ
ャ

ベ
ツ
、
ネ
ギ
、
カ
ボ
チ
ャ
、

ほ
う
れ
ん
草
、
ナ
ス
、
セ
リ

を
設
定
し
て
い
る
。

問

今
、
米
に
つ
い
て
大
き

な
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
き
が
け
新
聞
の
９
月
４
、

５
日
は
紙
面
に
秋
田
県
知
事

が
こ
ま
ち
Ｒ
に
つ
い
て
発
言

し
て
い
る
が
、
全
県
の
市
町

村
長
会
議
で
話
題
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

町
長

私
自
身
は
こ
れ
が
問

題
と
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。
報
告
は
受
け
ま
し
た
。

必
要
な
会
議
に
出
席
す
る
為

事
故
に
あ
っ
た
時
は
、
急
激

且
つ
偶
然
な
原
因
に
よ
る
故

に
不
慮
の
事
故
に
な
る
。
こ

の
度
の
八
郎
潟
町
の
事
故
は

不
慮
の
事
故
で
す
。

問

こ
の
度
の
八
郎
潟
町
の

事
故
に
つ
い
て
、
何
故
７
月

臨
時
議
会
で
内
容
を
公
表
で

き
な
い
の
か
。

副
町
長

個
人
情
報
な
の
で

公
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

問

こ
の
制
度
は
農
家
の
米

あ
ま
り
減
少
・
米
の
価
格
の

下
落
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、

い
か
に
し
て
農
家
所
得
を
確

保
す
る
か
を
考
え
た
末
に
食

糧
自
給
率
・
自
給
力
の
向
上

に
資
す
る
麦
、
大
豆
、
米
粉

用
米
等
の
戦
略
作
物
の
本
作

化
と
と
も
に
、
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
魅
力
的
な
産
地

づ
く
り
と
畑
地
化
に
よ
る
高

収
益
作
物
等
定
着
等
の
支
援

を
す
る
と
あ
る
が
こ
の
捉
え

方
で
よ
ろ
し
い
か
伺
い
ま
す
。

次
に
、
本
町
に
お
い
て
は

将
来
共
に
何
に
重
点
を
お
い

て
産
地
づ
く
り
の
畑
地
化
を

目
指
し
て
い
る
の
か
。
私
が

に
要
望
し
て
い
く
と
あ
る
が
、

こ
れ
が
ど
こ
の
箇
所
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
八
郎
潟

町
に
た
め
池
が
何
箇
所
あ
る

の
か
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

産
業
課
長

た
め
池
の
数
は

４
、
５
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
管
理
に
つ
い
て
は
水

利
組
合
で
管
理
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

問

マ
ス
コ
ミ
報
道
で
注
意

を
促
し
て
い
る
の
に
会
議
に

出
席
し
、
事
故
に
あ
っ
た
時
、

こ
れ
も
不
慮
の
事
故
に
な
る

の
か
。
む
し
ろ
報
道
を
無
視

し
て
会
議
に
参
加
し
た
本
人

に
責
任
が
あ
り
、
不
注
意
に

よ
る
事
故
に
該
当
す
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
仮
に
、
不
注
意
と
な
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
判
断

し
た
と
き
に
は
、
八
郎
潟
町

の
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
を
改
正
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長

外
出
自
粛
要
請
は
、

と
に
か
く
家
に
お
る
こ
と
が

基
本
で
す
が
、
あ
く
ま
で
も

お
願
い
で
あ
り
不
要
不
急
に

該
当
す
る
か
は
各
々
に
委
ね

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問

こ
の
度
の
災
害
で
は
、

他
町
に
比
べ
て
本
町
は
被
害

が
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
本

町
に
も
天
池
林
道
の
近
く
に

民
有
林
か
国
有
林
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
山
が
あ
り
、
見
事

に
頂
上
か
ら
道
が
付
き
木
が

ほ
と
ん
ど
伐
採
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に

対
し
て
町
で
は
、
今
後
ど
の

よ
う
な
行
政
指
導
を
し
て
い

く
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

町
長

森
林
の
立
木
を
伐
採

す
る
際
は
、
森
林
法
の
第
10

条
の
８
に
基
づ
き
森
林
を
所

有
す
る
市
町
村
の
長
に
届
け

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

尚
、
本
町
の
区
域
内
に
お
い

て
の
森
林
を
伐
採
す
る
際
に

は
、
役
場
に
届
出
書
を
提
出

し
、
内
容
等
の
確
認
の
上
通

知
書
を
届
け
出
者
に
発
送
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

再
質
問

八
郎
潟
町
地
域
防

災
計
画
書
に
あ
る
、
馬
場
目
川

の
氾
濫
に
つ
い
て
の
未
改
修

部
分
に
つ
い
て
は
、
早
期
完
成

が
図
ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
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議員

災害対策について

加藤千代美

不
慮
の
事
故
（
不
注

意
・
不
可
抗
力
）

水
田
活
用
の
直

接
支
払
い
交
付

金
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ

い
て

・
そ
の
他

中
体
連
の
改
革
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。



教
育
課
関
係

小
中
併
設
校
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
機
器
保
守
委
託
料

の
内
容
は
。

保
守
委
託
料
は
小
学
校

36
台
、
中
学
校
36
台
分
、
計

72
台
分
保
守
点
検
費
用
で
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
リ
ー

ス
料
に
つ
い
て
小
学
校
と
中

学
校
で
内
容
が
分
か
れ
て
い

る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ラ
イ

セ
ン
ス
等
も
含
ん
で
お
り
、

小
学
校
と
中
学
校
で
使
用
す

る
ソ
フ
ト
が
違
う
た
め
別
々

と
な
っ
て
い
ま
す
。

英
語
が
難
し
い
の
は
聴

き
取
り
で
す
。
テ
キ
ス
ト
に

カ
ナ
を
ふ
っ
て
読
む
の
と
外

国
人
が
実
際
話
す
の
と
は
全

然
発
音
が
違
う
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

助
手
で
あ
れ
ば
英
語
に
堪
能

な
方
を
選
任
し
た
の
か
。

本
来
は
水
位
を
感
知
し

て
自
動
で
作
動
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

大
雨
の
よ
う
な
非
常
時
は
職

員
が
行
っ
て
手
動
で
作
動
さ

せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

産
業
課
関
係

病
害
虫
防
除
協
議
会
の

（
薬
剤
）
散
布
時
期
が
８
月

７
日
〜
12
日
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。
農
家
か
ら
も
う
少
し

早
く
で
き
な
い
か
と
言
う
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

町
に
も
そ
の
意
見
は
届

い
て
い
ま
す
が
、
散
布
業
者

の
（
作
業
の
）
兼
ね
合
い
も

あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
適
切

な
時
期
の
散
布
に
つ
い
て
協

議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
地
耕
作
条
件
改
善
事

業
委
託
料
の
区
画
拡
大
や
暗

渠
排
水
の
実
施
面
積
は
ど
の

く
ら
い
で
す
か
。

実
績
は
区
画
拡
大
が

１
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
暗
渠

排
水
が
11
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
人
は
教
職
員
を
退
職

し
て
い
る
方
で
英
語
が
堪
能

な
方
、
も
う
一
人
は
英
語
講

師
の
経
験
者
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

建
設
水
道
課
関
係

他
町
か
ら
大
雨
被
害
に

遭
わ
れ
て
本
町
の
町
営
住
宅

に
入
居
し
た
方
も
い
る
と
思

う
が
、
そ
う
い
う
方
の
家
賃

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

現
在
被
災
戸
数
と
し
て

10
世
帯
29
名
が
町
営
住
宅
に

入
っ
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ

た
方
は
一
時
使
用
の
た
め
、

使
用
料
、
敷
金
は
免
除
と
な

っ
て
お
り
、
個
人
負
担
は
光

熱
水
費
の
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。町

道
中
央
線
の
排
水
ポ

ン
プ
は
自
動
で
作
動
す
る
の

か
、
職
員
が
作
動
さ
せ
る
の

か
。

決
算
特
別
委
員
会
審
議

決
算
特
別
委
員
会
審
議

決
算
特
別
委
員
会
審
議

決
算
特
別
委
員
会
審
議

決
算
特
別
委
員
会
審
議

決
算
特
別
委
員
会
審
議

決
算
特
別
委
員
会
審
議

決
算
特
別
委
員
会
審
議

決
算
特
別
委
員
会
審
議

決
算
特
別
委
員
会
審
議

決
算
特
別
委
員
会
審
議

決
算
特
別
委
員
会
審
議
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総括審議

役場庁舎（現地視察）

移
住
支
援
助
成
金
が
８

世
帯
、
20
人
分
の
実
績
に
な

っ
て
い
る
が
ど
こ
か
ら
移
住

し
て
き
た
の
か
、
ま
た
居
住

実
態
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

秋
田
市
か
ら
３
世
帯
、

潟
上
市
か
ら
３
世
帯
、
五
城

目
町
・
三
種
町
か
ら
１
世
帯

づ
つ
で
す
。
居
住
形
態
は
新

築
が
５
世
帯
、
業
者
（
仲

介
）
が
１
世
帯
、
賃
貸
住
宅

が
２
世
帯
で
す
。

住
民
生
活
課
関
係

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
保
有
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

交
付
率
は
本
年
８
月
末

現
在
で
75
・
５
パ
ー
セ
ン
ト

で
す
。消

防
団
員
基
礎
教
育
研

修
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

研
修
か
。

新
規
に
入
団
し
た
団
員

の
基
礎
教
育
研
修
で
す
。

墓
地
公
園
に
つ
い
て
だ

が
、
子
供
が
い
な
い
人
が
増

え
て
き
て
お
り
共
同
墓
地
に

入
り
た
い
と
い
う
意
向
の
方

も
い
る
。
共
同
墓
地
を
検
討

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

お
弁
当
の
金
額
、
配
送
手
段

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
お
弁
当
を
つ
く
り
高
齢
者

の
見
守
り
も
踏
ま
え
て
配
送

し
て
い
ま
す
。
お
弁
当
に
つ

い
て
は
１
０
０
０
円
以
上
の

材
料
費
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、

個
人
負
担
は
４
０
０
円
で
す
。

全
国
の
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
訪
問
介
護
事
業
所
の

人
材
不
足
に
よ
り
事
業
の
中

止
・
廃
止
が
あ
り
ま
す
。
本

町
は
ど
う
で
す
か
。

訪
問
介
護
は
本
町
は
社

会
福
祉
協
議
会
の
み
で
、
ヘ

ル
パ
ー
の
高
齢
化
が
課
題
で

す
。
現
実
的
に
ヘ
ル
パ
ー
に

な
る
若
者
が
少
な
く
、
現
場

で
作
業
す
る
に
は
経
験
も
必

要
な
た
め
、
今
後
も
事
業
所

と
連
携
し
な
が
ら
町
で
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
課
関
係

一
般
寄
付
金
に
つ
い
て
、

三
交
モ
ー
タ
ー
ス
に
よ
る
１

０
０
万
円
の
寄
付
金
の
経
緯

は
。

太
平
自
動
車
学
校
が
50

周
年
記
念
と
言
う
こ
と
で
地

元
貢
献
事
業
と
し
て
寄
付
し

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

建
物
災
害
共
済
金
に
つ

い
て
は
、
ど
こ
が
ど
の
よ
う

な
災
害
に
あ
っ
た
の
か
。

突
風
に
よ
る
町
民
体
育

館
の
外
壁
の
破
損
、
大
雪
に

よ
る
９
区
10
区
児
童
館
の
屋

根
の
破
損
、
ほ
か
１
件
で
す
。

し
て
も
ら
い
た
い
。

お
話
の
趣
旨
は
わ
か
り

ま
し
た
。

健
康
福
祉
課
関
係

認
定
こ
ど
も
園
の
病

児
・
病
後
児
保
育
事
業
の
内

容
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ

さ
い
。普

段
預
か
っ
て
い
る
子

ど
も
が
体
調
悪
く
な
っ
た
際

に
、
園
の
医
務
室
看
護
師
か

ら
看
て
も
ら
う
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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移
住
支
援
助
成
金
が
８

世
帯
、
20
人
分
の
実
績
に
な

っ
て
い
る
が
ど
こ
か
ら
移
住

し
て
き
た
の
か
、
ま
た
居
住

実
態
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

秋
田
市
か
ら
３
世
帯
、

潟
上
市
か
ら
３
世
帯
、
五
城

目
町
・
三
種
町
か
ら
１
世
帯

づ
つ
で
す
。
居
住
形
態
は
新

築
が
５
世
帯
、
業
者
（
仲

介
）
が
１
世
帯
、
賃
貸
住
宅

が
２
世
帯
で
す
。

住
民
生
活
課
関
係

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
保
有
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

交
付
率
は
本
年
８
月
末

現
在
で
75
・
５
パ
ー
セ
ン
ト

で
す
。消

防
団
員
基
礎
教
育
研

修
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

研
修
か
。

新
規
に
入
団
し
た
団
員

の
基
礎
教
育
研
修
で
す
。

墓
地
公
園
に
つ
い
て
だ

が
、
子
供
が
い
な
い
人
が
増

え
て
き
て
お
り
共
同
墓
地
に

入
り
た
い
と
い
う
意
向
の
方

も
い
る
。
共
同
墓
地
を
検
討

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

お
弁
当
の
金
額
、
配
送
手
段

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
お
弁
当
を
つ
く
り
高
齢
者

の
見
守
り
も
踏
ま
え
て
配
送

し
て
い
ま
す
。
お
弁
当
に
つ

い
て
は
１
０
０
０
円
以
上
の

材
料
費
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、

個
人
負
担
は
４
０
０
円
で
す
。

全
国
の
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
訪
問
介
護
事
業
所
の

人
材
不
足
に
よ
り
事
業
の
中

止
・
廃
止
が
あ
り
ま
す
。
本

町
は
ど
う
で
す
か
。

訪
問
介
護
は
本
町
は
社

会
福
祉
協
議
会
の
み
で
、
ヘ

ル
パ
ー
の
高
齢
化
が
課
題
で

す
。
現
実
的
に
ヘ
ル
パ
ー
に

な
る
若
者
が
少
な
く
、
現
場

で
作
業
す
る
に
は
経
験
も
必

要
な
た
め
、
今
後
も
事
業
所

と
連
携
し
な
が
ら
町
で
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
課
関
係

一
般
寄
付
金
に
つ
い
て
、

三
交
モ
ー
タ
ー
ス
に
よ
る
１

０
０
万
円
の
寄
付
金
の
経
緯

は
。

太
平
自
動
車
学
校
が
50

周
年
記
念
と
言
う
こ
と
で
地

元
貢
献
事
業
と
し
て
寄
付
し

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

建
物
災
害
共
済
金
に
つ

い
て
は
、
ど
こ
が
ど
の
よ
う

な
災
害
に
あ
っ
た
の
か
。

突
風
に
よ
る
町
民
体
育

館
の
外
壁
の
破
損
、
大
雪
に

よ
る
９
区
10
区
児
童
館
の
屋

根
の
破
損
、
ほ
か
１
件
で
す
。

し
て
も
ら
い
た
い
。

お
話
の
趣
旨
は
わ
か
り

ま
し
た
。

健
康
福
祉
課
関
係

認
定
こ
ど
も
園
の
病

児
・
病
後
児
保
育
事
業
の
内

容
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ

さ
い
。普

段
預
か
っ
て
い
る
子

ど
も
が
体
調
悪
く
な
っ
た
際

に
、
園
の
医
務
室
看
護
師
か

ら
看
て
も
ら
う
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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●

補
正
予
算
関
係
議
案３

件

●

陳
情

１
件

◆
一
般
会
計
補
正
予

算
審
議

※
総
務
課
及
び

建
設
水
道
課
関
係

大
雨
被
害
に
よ
り
道

路
の
片
付
け
を
し
た
と
の

こ
と
だ
が
、
土
砂
等
の
運

搬
し
た
量
は
ど
れ
く
ら
い

●

補
正
予
算
議
案

３
件

●

陳
情

１
件

　
　
　

◆
補
正
予
算
審
議

障
害
者
支
援
施
設
等

物
価
高
騰
対
策
事
業
費
補

助
金
は
町
内
施
設
と
言
う

こ
と
だ
が
、
町
外
入
所
者

も
該
当
な
る
の
か
。

今
回
は
定
員
数
で
の

支
給
と
な
る
。
入
所
系
が

一
人
当
た
り
１
万
２
千
円
、

通
所
系
が
６
千
円
と
な
り

ま
す
。災

害
救
助
費
の
修
繕

料
は
町
の
要
綱
に
よ
る
も

の
か
。国

の
災
害
救
助
法
に

基
づ
く
も
の
で
半
壊
に
は

１
世
帯
当
た
り
70
万
６
千

総
務
産
業

常
任
委
員
会

教
育
民
生

常
任
委
員
会

か
。

量
は
把
握
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
予
備
費
で
対

応
し
た
道
路
清
掃
費
で
は

42
万
円
程
の
支
出
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
は
側
溝
に

溜
ま
っ
た
土
砂
の
撤
去
を

補
正
予
算
で
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
。

※
産
業
課
関
係

高
岳
山
い
こ
い
の
森

整
備
工
事
に
つ
い
て
、
来

年
度
実
施
予
定
の
工
事
を

前
倒
し
す
る
た
め
の
予
算

措
置
か
。

県
補
助
金
の
増
額
の

目
途
が
付
い
た
こ
と
に
よ

り
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、

安
全
上
の
観
点
で
40
メ
ー

ト
ル
設
置
し
た
方
が
良
い

と
い
う
進
言
が
あ
り
、
現

在
の
予
算
で
は
19
メ
ー
ト

ル
し
か
実
施
出
来
ず
、
残

り
の
21
メ
ー
ト
ル
を
今
年

度
実
施
出
来
な
い
か
県
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
工
事

円
、
準
半
壊
に
は
34
万
３

千
円
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

被
災
者
生
活
再
建
支

援
金
は
町
独
自
で
制
度
を

作
っ
た
の
か
。

国
の
被
災
者
生
活
再

建
支
援
法
が
本
町
に
適
用

な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
著

し
い
被
害
を
負
っ
た
世
帯

を
支
援
す
る
た
め
法
に
準

じ
た
要
綱
に
し
ま
し
た
。

通
学
用
リ
ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク
購
入
費
の
内
容
に
つ

い
て
。素

材
は
ナ
イ
ロ
ン

製
、
重
さ
は
９
３
０
グ
ラ

ム
、
サ
イ
ズ
は
幅
25
セ
ン

チ
、
高
さ
35
セ
ン
チ
、
奥

行
き
16
・
５
セ
ン
チ
で
ラ

ン
ド
セ
ル
と
同
じ
大
き
さ

で
す
。

（
教
育
長
「
重
い
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
負
う
児
童
へ
の

配
慮
、
保
護
者
負
担
の
軽

費
の
増
額
が
可
能
と
の
こ

と
で
あ
り
予
算
措
置
し
た

も
の
で
あ
る
。

地
域
商
品
券
事
業
は

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

充
当
財
源
と
し
て
い
る
と

思
う
が
、
足
り
な
い
分
は

一
般
財
源
で
す
か
。

地
方
創
生
臨
時
交
付

金
３
，
６
８
９
万
７
千
円

で
一
般
財
源
が
１
，
９
６

９
万
９
千
円
と
な
り
ま
す
。

◆
上
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算
審
議

五
城
目
町
へ
の
給
水

支
援
に
つ
い
て
は
迅
速
な

対
応
を
し
て
も
ら
い
あ
り

が
た
か
っ
た
が
、
そ
の
実

績
は
。五

城
目
町
へ
の
給
水

量
は
３
３
４
立
方
メ
ー
ト

ル
、
料
金
で
換
算
す
る
と

約
８
万
８
千
円
と
な
り
ま

す
。

減
を
考
慮
し
た
こ
と
に
よ

る
。
」
）

後
期
高
齢
者
人
間
ド

ッ
ク
助
成
金
（
の
追
加
補

正
）
は
な
ぜ
か
。

当
初
15
名
で
予
算
措

置
し
ま
し
た
が
、
す
で
に

14
名
の
方
が
申
請
し
て
お

り
、
今
後
の
申
請
見
込
み

を
考
え
て
５
名
分
を
追
加

補
正
し
た
も
の
で
す
。

各
常
任
委
員
会
の
審
議
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問１　あなたの年代をお答えください。
10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計

郵便 0 2 1 20 26 93 105 26 6 279
ＱＲコード 1 3 5 6 6 8 4 0 0 33
合計 1 5 6 26 32 101 109 26 6 312
％ 0.3 1.6 1.9 8.3 10.3 32.4 34.9 8.3 1.9

問２　あなたの性別をお答えください。
男性 女性 合計

郵便 187 91 278
ＱＲコード 23 10 33
合計 210 101 311
％ 67.5 32.5

問３　八郎潟町議員定数（現在12人）についてどう思いますか。
少ないと思う 今のままで良いと思う 多いと思う 合計

郵便 12 137 131 280
ＱＲコード 1 13 19 33
合計 13 150 150 313
％ 4.2 47.9 47.9

問４　八郎潟町議員の報酬（現在18万６千円）についてどう思いますか。
安いと思う 今のままで良いと思う 高いと思う 合計

郵便 95 124 64 283
ＱＲコード 14 13 6 33
合計 109 137 70 316
％ 34.5 43.4 22.2

問５　八郎潟町議会に政務活動費を導入することにつていてどう思いますか。
必要と思う 必要でないと思う 合計

郵便 97 179 276
ＱＲコード 13 20 33
合計 110 199 309
％ 35.6 64.4

問６　八郎潟町議会にタブレットを導入することにつていてどう思いますか。
必要と思う 必要でないと思う 合計

郵便 188 87 275
ＱＲコード 22 11 33
合計 210 98 308
％ 68.2 31.8

※自由記載のご意見については八郎潟町ホームページでご覧ください。

「八郎潟町議会改革」に関する
アンケート調査結果をお知らせします
○アンケート期間：令和５年８月１日～８月31日
○回答数：郵便回答280人、ＱＲコード回答33人、計313人
（※無回答、２重回答があるため回答者数と回答数は一致しません）
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■陳　情
受理
番号

受　理
年月日 件名 住　所 氏　　名 件　　　名 本会議

結　果
付　託
委員会

７ 令和５年
５月22日 陳情 秋田市

信仰の自由・基本的人権を
守る秋田県民の会　

代表　笠原　尚子
全国霊感商法対策弁護士連絡会の不当な
声明に対する陳情 不採択 総務

産業

８ 令和5年
６月１日 陳情 秋田市 秋田市教職員組合

執行委員長　小林久美子

ゆたかな学びの実現及び教職員定数改善
並びに義務教育費国庫負担割合引き上げ
を図るための、2024年度政府予算に係
る意見書採択の陳情

採択 教育
民生

印刷：一日市印刷

◆
議
会
広
報
編
集
委
員
会

委

員

長

村
井

　
　剛

副
委
員
長

金

　
　一
義

委

　
　員

北
嶋

賢
子

　
　
　
　
　
　石
井

清
人

　
　
　
　
　
　畠
山

一
充

　
　
　
　
　
　柳
田

裕
平

議 会 の う ご き議 会 の う ご き

３日～５日　市町村議会議員研修 （小柳）
18日 例月出納検査 （監査委員）
19日 秋田県知事、地域振興局へ豪雨災害に
  関する緊急要望書作成会議 （議長）
24日～26日　決算審査 （監査委員）
28日 町民との意見交換会 （全議員）
30日 男鹿潟上南秋消防ポンプ操法大会

7月

 ２日 秋田県町村電算システム共同事業組合定例会
  町村長と町村議会議長との政策研究会 （議長）
 ９日 秋田県知事、地域振興局へ豪雨災害に
  関する緊急要望書提出 （議長）
10日 戦没者追悼慰霊祭

8月

15日 成人式
18日 例月出納検査 （監査委員）
22日～23日
  ３県合同町村議会議長中央研修会 （議長）
  国会議員へ豪雨災害に関する要望書提出 （議長）
28日 議会運営委員会
  議会広報編集委員会
31日 議会全員協議会

 ５日 町民アンケート集計
６日～15日　９月定例会
19日 議会広報編集委員会 （校正）
21日 例月監査 （監査委員）
26日 町村議会議員研修会

9月

暑
い
暑
い
夏
が
去
り
ま
し
た
。

教
育
に
つ
い
て
竹
千
代
（
徳
川
家

康
の
幼
名
）
は
、
８
歳
か
ら
12
年

間
今
川
義
元
の
人
質
と
な
り
躾
等
、

教
育
の
大
事
な
時
期
の
師
匠
が
今

川
義
元
を
育
て
た
和
尚
だ
っ
た
と

い
い
ま
す
。
今
も
昔
も
人
間
形
成

に
と
っ
て
教
育
の
大
切
さ
を
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

（
北
嶋

賢
子
）

編
集
後
記

令和５年度
岩手県、秋田県、山形県合同中央研修会

研
修
会
の
内
容

●講演「東北の国土強靭化への取り組みと展望」
京都大学大学院工学研究科教授　　藤井　　聡 氏

●講演「地方議会の未来」
駒澤大学法学部教授　　大山　礼子 氏

●講演「これからの政局・政治動向」
政治評論家　　有馬　晴海 氏

　令和５年度岩手県、秋田県、山形県合同中央研修会が８月22
日から23日、東京都「全国町村議員会館」で開催されました。

　８月23日、南秋田郡町村議会議長連絡協
議会より県出身国会議員へ南秋田郡議長３
氏と鈴木真実県議会議員が訪問し、７月14
日からの豪雨災害に関する緊急要望書を提
出しました。

豪雨災害に関する
緊急要望書を県出身
国 会 議 員 に 提 出
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